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ハーモニカが好きな方なら、

吹く方、吹台、ない方、上手な

方、下手な方、上手になリた

い方、ニュースだけほしい方

等、どなたでも入会できます.

とB記入してくだ古いへ金巾し込み

ht [p:/ /hannonikil-r('nmei.sludio-wrb.IlPI/ 

へ合金 1000 f'l (J.JI体は II州4‘11l!10001・])

句会1'1(111ヵ、ら 121])。

例入会U50001 1 1. 地域外側人食品 50001'1.叩~L1 (30脱水湖町Jj) 10001'1 

1.11悼会tl(5 frl:l. [:の1.11体で lれにつき) 10001'1. !1W11':ll 100001'1 

郵何持H111賄 0095日6.115527、1m入111'，:I凶阿ハーモニカ辿側、 j国(，:欄に

入会申込宙I<l:必ず組織部へお送り下古い。

組織部長
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関酌トモ二力連盟会報/¥ーモ二一 第210号 (201 7 il' 1 n :-;-) 
先行部数 550 flj{l' 4、7、10、11'1に先行 (送付はそれぞれiIfj}'1'" fj，JJ 

長紙の写真は陪件JU月さんのお{#:さん 1"~ 10ヵ月。

担i占紙は吉村I JlI~さん写ntÆ供、ドイツのハモニプ'JAm2 体(木盟、川さ仕m) です。

|品Ir.!iハーモニカ述盟 2017年度 '定時総会」

招集のご案内

組織部 ・会計f出からのお願い

関西ハーモニカ述Ilflへの入会ご泉内

《個人会員~<( i\!:会見~<(W!iJ会日》入会"1"込flF

《団体 ・団体会員》申込山(車HJ1'継続)

第 11回西日本コンテスト ・決算

2016年合宿交洗会決算

首127団関西ハ モニカ祭り ・決算

開凶ハモニカ辿問第 4回合71W交流会報告

第 27回関西ハーモニカ祭りを終えて

優勝者のことば

第 II回凶日本ハーモニカコンテスト

常任盟事会実施椴告

"行って !見て!1mいて"(私の備忘録)vol.3
2016年度第 2回研修会報告

「リズムと表現法 Parl n J心 ・妓 ・体でいこう 1

2016年度第 3巨l研修会報告

~良い淡奏の色々なテクニック~

2017年度研修会のζ案内

関西ハーモニカ辿ml研修会申込合

ノ、ーモニカカレンダー

ノ、モニ官官第 9回夏季宿泊研修会

日阪ハーモニカ教室合同発表会

lO周年記念コンサー卜を!i}1(11， 

新井ファミリー ・手作りコンサー 卜

を目別世しました

垂水ハ モニカ友の会第 12回発表会

を開催しました

関凶ノ、ーモニカ辿盟合宿交流会

i官級担lWirセ ・シ ・ボン」

れんめいひろば お役立ち附械を歓迎します

隔雌のアートをたどって

2016年 9月7日付新聞記Jlfより

編集後記
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事務局長

組織部長

会計部長
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教室だより NH Iく神戸マリンハーモニー 代表

教室だより アンサンプル Tアカンサス』 代表

ノ、ーモニカが上述するための大切なこと (65)
ノ、ーモニカをポケ yトに、糸魚川~能代 550kmの旅

「尼崎ノ、ーモニカエコーズ 32年のあゆみ」

-2fi 30回たのしいハーモニカコンサー卜を紀念してー

諜1I，~j. らしい方が大阪にもいたことを発見できた

会計部長 柴田正之

会計部長 柴悶正之

会計部長 柴田正之

事業部長 梁木jffi

事業部i童相i佐錨ヶ江義行

事業部

事務局 角野まゆみ

岩本洋之

研修郎 永盟fi~目E

研修自1¥ I1ml助子

研修部長 小林由美子

研修部

編集局

稲田1的土

~fJl昔パールエコース代表

羽O;[('I'示

垂水ハーモニカ友の会代表

il!!治説明

吉村El
竹本雅英

池田腕樹

木版 I阜

尼附ハーモニカエコーズ代表

雑貨他

吉村11'以

寺村安hll

編集局



事務局

関西ハーモニカ連盟会員各位

関西ハーモニカ連盟 2017年度 『定時総会』招集のご案内

関西ハーモ=力連盟理事長

担当 事務局長

欧よ晴彦

村上1専昭

当述'1~1 20 1 7 年度定時総会を下記のìilí り IHIfIi'欽しますので、万附繰り合わせの上、ごtBu;I: -j、さいます

よう ζ案内'1'しtげます。

1. 1'111.'1:2017年 2)'11 1日 (土II/iiEI・池田記念の|ミ1)午後 311年より

2.場所大阪市西区n:戸初;1-15-30 北京料理徐出l 市11Z

3 議題 ① 2016年度・)f;，;報告について

06-6448-5263 

西日本ハーモニカコンテス ト、合宿交凶会、 |則凶ハーモニカ祭り他

② 20161J'iJ))収支決l7rFH!j:について

③ 2017 { I ' I主 -'I~ Si J ì-I- ìiliiについて

立i28 I~II見l凶ハーモニカ然り ・ 第 32 厄I~-'t良国民文化祭有料コ ンサー ト (仮称)他

@) 20 17 {1'!立 r，n~について

。議決権をイlする会i1で、総会に欠附される方は、 τ)Hiijに事務局にYc;l品の1'¥"し11¥がない|湿り、 1;1)の，議決権

をlm')fl~に~任したものとみなします。

。団体会uは、原則として議決権のある 「団体会員f ~<者」 のI:LU出をお願いします。

総会終了後、引き続き1，;)所で交流型WJl会(午後511!itJ'iのF定)を尖施します。

恕主31会 会政 5.000円

。所定の{ Io会t'il立び型、初会t~JIJ振込み川紙にてお支払阪います。

O出火は、 1日1Mのハガキにて、 12月末口までにご返送ください。

P 1fri 
-地下鉄四つ情説u肥後橋駅

2番出口より徒歩 i分

.京阪電車中之ぬ線渡辺陪

7番出口より徒歩 5分

*お刷い .h:会出の支払は会報に|百lHの仮込みHI紙にて l月 31日までに送金腕lいます。

(現金でのお支払は受け付けていません)

「振込み忘れJで退会倣い等 トラブルにならないようご協力お願いします。

・やむ1¥1ないι)1↑mこより 当会をi旦会される!Jは、 JTIIHのハガキにてその旨述絡下さい。

*平成 29{I'I主人会と してrJ"し込まれて、すでに'1ι成 29年度会伐を納入済みのプJ及l}}.-'!)JIJlifW¥1の1]は

同封の似品川1紙は j!!~川と してお扱い Fさい。

2 



組織部・会計部

組織部・会計部か5のお願い

新年肢を迎えるにあたり、次の 4点について

ζ協力をお願いいたします。

[個人会員 ・準会員 ・賛助会員登録俗世続)J 

継続者は同封のm~.!}の継続にOをつけてく

ださい。

新年度会政 (個人 5.000円、準会員 1.000

円、質問J会員 l団体当たり 10.000円)

を l月末日までに会計部へお振り込みくだ

さい。

今年から会t~納入期限が l 月末になり まし

たのでご協力 ください。

万一 2月末日までに未納のl時は、Jili~WI規

約第 5条 6 (会員資絡の喪失)③により

不本怠ながらi且会扱いになりますのでご注

jZください。

I個人会員登録 ・準会員 ・賛助会員登録(新規

入会)J 

P 5に掲白|在の r<t個人会只>><t準会只J><t

fiDJJ会員》入会r:1'I込書」をA'11'11に拡大コ

ピーし必袈TJrli'iをご記入の 1:、必ず盆越経

ことζi差付くださし、。

入会金(1.000F[J)と均会白(例人 5.000円、

準会員 1.000円、民助会Cl:I団体当たり

10.000円)は会副笠今お振り込みくださ

し、。

I団体 ・団体会員登録(継続)J 

「団体会員」は前年度からの継続者をも含

めて年度毎に議録しなければなりません。

P 6に侶哉の i<t団体 ・|守|休会員》申込者

(新規 ・継続)JをA4判Hこ拡大コピーし，t、

3 

組織部長 梅 田恒 弘

会 計 部 長 柴 田 正 之

~事項をご記入の上、 l 月 3 1日までに必

ず組織部へご送付ください。

年会費(団体会員 l人につき1.000円)

は l月末日までに会計部へお探りiAみくだ

三とえ

今年から会政納入期限が l月末になりまし

たのでご協力ください。

万一 2月末日までに未納のH寺は、迎ml規

約第 5条一 6 (会員資絡の喪失)③により

不本意ながら退会吸いになりますのでご

注訟ください

I団体・団体会員畳録(新規入会)J 

P 6に掲載の i<t団体 ・団体会員》申込合

(新規 ・継続)JをA4 '1'11に拡大コピーし必

民事項をζ記入の上、 必ず誕臨盤ごとζ送付

くださし、。

入会金(団体新規登録11寺のみ 1.000円〕

と年会~ (団体会員 l人につき 1.000円)

は会副当bお娠り込みください。

(組織部)r個，、会只Jr準会員Jrf:iWJ会員」

「団体 ・団体会員」申込i!?の送り先

干 611-0021宇治市宇治地JIJ 3-1 1 

悔日l恒弘

(会計部)r入会金Jr年会白」の仮込先

振儲口座需号 00950-6-115527 

名義関西ハーモニカ述盟



組織部

関西ハーモニカ連盟への入会ご案内

《ハーモニカに|則心のあるプiならだれでも ・いつでも人会できます 。》

関西ハーモ=力連盟の主芯活動

・ハモニカコンサ ト (ハモ然り)

.ハーモニカコンテス トのInlf!ii

ハーモニカ↑Ji紺を満，1在した会総 「ハーモニー」を年 4凹 (1.4.7.JOm先行

.恕脱会 ・研修会・研究会・合1f:i.交i昔l会criのl:HfIi!

《入会金と年会資》

人会令 (例人 ・準会只11.000 1ιl 

(団体11 1羽 (~'-fl'に初回のみ 1.000 l' 1 

年 会 y~ (例人会r.il5.0001"1 

組織部

(叩z会m 1.0001'1 若手有ばのため 30i.¥t未満のJjにiE会μ柏みの待辿をします。

(団体会W I名当たり 1.0001'1

(W!!J会L1l 1団体当たり 10，000 PJ 

《入 会 方法》

・P5、P6にIU般の入会rJ'込L!?をA4干I1に拡大コ ピーして所定。ICfi'iを記入し、入会金および会伐の仮込

説(コピー)を添付しておrJI込みください。

. 1'11(.本は 5人以上でこ.iJII人ください。 (例人会員 ・準会員の虫館1m人も，認める。)

・ 会員名簿には、 l可If~'については 「間休名J i代表者名Jitl所Ji'，世話需弓Ji会只の氏名Ji人数」を

公開します。

《入会申込密送付先>>(FAX，E.rnailでも可)

〒 611.002 1 J:(郎H刊'治市宇治tfり113.11 腕川恒弘

Tel 077 4.21.2373 Fax 077 4.39.5506 

E.rnail: urneda.tsunehiro@kdt.biglobe.ne.jp 

《入会金・年会資送金先》

|、tidの口出へ!IHIf~出娠込みで送金をお陥1いします。

阪OIII1'. 舟:.;'00950.6.1 15527、 名品 l則自ハーモニカ辿ml

会計百l\j~

組織m~k

柴山 iE 之

相'j 111 恒弘

-4-

Tel/Fax 078.734.5157 

Tel 077 4.21.2373 

Fax 077 4.39.5506 



組織部

書込申会入

殿

殿

》

昌

彦

鍋

蹴

奇

助

で

町

安

日

村

上

《

員

》

会

仲

吹

員

川

盟

会

」

連

長

長

準

山

力

事

《

恥

ニ
会

理

》

己

モ

員
は

一

4
Z
L

ハ

人

西

個

関

《

年月 日

{品、り.'な) (性別) 男 女

氏 名 準会員の方は年齢 最

住 所 了

[ふりが与}

府県 郡市 町村

"“.................................白山 町

電話 FAX

E時 帯

e-mai I 

ホームベージ

《非公開事項》 番地電話番号の公聞を ①包める ②認めない

ご入金の動権

ご紹介者

生年月 日 T s H 年 月 日生 (ハーモニカ経験年数) 年

加入教室演奏団体

主にご使用のハーモニカ 複 音 。ロマチ'J? 10ホールス 合奏ハーモニカ (

加入他国体名 (0を 全日本ハーモニ力連盟.日本ハーモニ力芸術協会、 FIH. NHC 、

つけて下さい) ハーモニ力娠興会 その他(

(連盟への期待要望など)
.--'0・.--.亭司p・・ーーー・・・・・b・・・.........・ー・.・・・・

(入会 金 ・年 会 費振込証のコ ピー )

貼 付

-5-



組織部

関西 ハ ーモニ カ連盟会長仲村 民殿

理事長 吹上 晴 彦 殿

《団体・団体会員》 申 込 書 (新規・継続) 年 月 日
(新規か継続かをOで囲む)

(.S、 り がな )

団体名

tふ り が な ) 性別 代表者は
代表者名

男 女 伺人会員間体会負準会員

T 

住所
府県

電話・FAX FAX 

機帯ーEmail E-mail 
， 

振込金額 入会金(初回のみ) 1.000円 / 年会費 円 /合 計 円

団体人数 人

(ふりがな)

会員氏名

(入会金年会費振込票のコピー)

〈欄が 貼 f寸
足り広ければ

別総へ)

6 



会計部

第 11回 西日本ハーモニカコンテスト ・決算

2016年 8月 11日(土) サンスクヱア堺

会計部長 柴田E之

20 16{lol 0i'J 17日

今1m JYijlI:H &W  

収入のi'H: 1 11~1 1 0回 今回一前回

2016 {ド 8月 11[1 2014 {Iτ8 J'J 23 EI 

内 I tI~ (('1') 決nfu'i 予知町1 ((+) 決n市1 ~~~:M 
Y ュニ7 ・ ソロ t~iW] 。 。 。 。 。 。

γュニ7・アンサンプルsiWJ 。 。 。 。 。 。

。ロマチッヲ ソロ (うラシフヴ) 7 47.000 40.000 23.000 24.000 
。日マチッヴ ・ソロ U t7.' . *'ピュラー) 13 95.000 60.000 8 58.000 37.000 
彼自 トレモロソロ 23 127.000 180.000 21 114.000 13，000 
テュ工ット 2 24.000 30.000 2 20.000 4，000 
'J、7ンザ/7'~ 3 45.000 60.000 4 60.000 ー15，000
ノ、7/ザ/7'~ 3 65.000 60.000 3 60.000 5，日00
フリーソロ 。 。 。 5.000 5.000 

』己、 主主 ① 51 403.000 430，000 43 340.000 63.000 
入場券売 l ② 486.000 500.000 360.000 126，000 

CD ・DVD 売上 ③ 。 。 12.000 12，000 

収入合 ，iI ①+②+③ 889，000 930.000 712.000 177，000 

特)JIJ会litカらItU峡 ④ 146，533 15，000 362，058 215，525 

ι じ' ①十②+③+④ 1.035.533 945.000 1.074.058 38，525 

文I.Uの剖; 今回一前回

内 E沢 決n市l -J~抑制l むた抑制 i~~硲i

会!Mt~ 342，810 260，000 259.008 83.802 

n品f¥: 盾等 150.587 120.000 172.806 ー22.219
寝台日凋J礼 交通政含む 330.000 345.000 345.000 ー15.000 
11]会将謝礼 30.000 30.000 30.000 。

ゲスト謝礼(交通此) I 1.000 60.000 60.000 一49，000
|則係11食事代 I 1.299 。 38.072 

l止，ifi人交通t'i 32.380 30.000 42.680 -10.30 

プログラム写flll(，lJt'i 27.060 30.000 31.984 4.92 

よ目白 (コピー、郵送、小物等) 75，847 70.000 77.008 1.16 

十lち UHiliJu 24，550 。 17.500 7.05 
A t l 1.035.533 945.000 1.074.058 38.5251 

備Jヲ

ド I '" 2 /1'，副i料および人初券売り lげが大幅にJ1;{/1111。

j: 3 人!M料有料扱いおよび{主II¥J;引lり別しのため会財政問。

" 4 ゲス ト山泌-11 1泊!日lは~}jからの山iiiiおあり 。

結決として収支はI!ij[ll]より大川に己主山した。

7 
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会計部

2016年合宿交流会決算
2016年 9月3日4日新大阪ココプラザ

会計部長 柴田正之

20 1 6'1ミ10J'117E1

収入 今lりl 2 0 1 6 IIミ91131-1411 liiilりl 2014l('91127112811 

参JJlli1 人数 金前l 参加賀 人数 全額

宿泊者参!mi1 14.000 44 616.000 50 :j<， i1~1 12.000 48 576.000 52 名 iI~1

Ij]J!:~]~å り 12，000 12，000 注 l 討4

l日目 E1Mり参加i1 3.500 64 224，000 3.000 36 108，000 

2 EI回目的り参加此 3.500 34 119.000 3.000 21 63.000 

l日目昼食代 。 0注 2 650 15 9.750 
2 E1目昼食代 650 12 7.800 a3 650 8 5，200 
11'1目夕食代 2，000 16 32.000 2.000 11 22.000 
追加参加 ・食事代 1.000 2 2.000 14.250 
返金 3 5.950 一10.000
合計 1，006，850 788，200 

支出

ユース支払い 422.500 421.770 
会的1;:f~史 !TJ料講義 67.700 43.300 
会白H止!HI科コンサー ト 109，450 63.700 
講師謝礼 215.000 172.000 
I1J会謝礼 20，000 20.000 
諸J1 56.285 49.283 
合計 890.935 770，053 

年亘立 -戸、d1
 

0
3
 ，

 

p
hlu
 

l
 

l
 

-司，
組
値
11

 

0
0
 

1
 

注 1 ri;iiI当初待 5名 l閉腕り l名

注2 日目昼食なし

注3 当日mび人り 2名ふくむ

注4 宿泊-tiH寺4名

備考

参加i'iを若干あげたことと、 日抑り参加者のJ{'J!J[lにより、 参加賀収入が大幅問。

ユースホステル使!H料はほぼtiii聞と同じ。

会館山IIJ料は、 201 5 年 4 月からの値上げ干jのためにJ(~!Jll。

結果としては大幅な114字となった。
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会計部

第27回関西ハーモニカ祭り・決算

2016年 10月 22日・ 23日神戸・オルビスホール

会計部長柴田正之

2 0 1 6 il' 1 1月 11:1
今1m 前厄l l'Íj~l 
2 7回 261m 今回前回

2016 / 10 / 22 -23 20日 /10/03-04 

収入の部
ÎJ .沢 決釘宮(i 決抑制 差異

11 ¥ i1ir者分但金 (f'1') (f'l') 
Iソロ 45 270，000 54 324，000 -54，000 
日デュオ 2 16，000 4 32，000 一16，000
回ト リオ 。 。 9，000 -9，000 

IV7Yl)/7ルA(4 -6名) 18 180，000 24 240，000 -60，000 

V7/'1/7'ルB(7 - 10名) 19 228，000 22 264，000 36，000 

VI l/')/7' ~C (11 - 15名) 18 252，000 14 196，000 56，000 
Vlll/l)/7'ルD(16名以|二) 12 180，000 16 240，000 60，000 
ピアノ 4 12，000 6 18，000 6，000 

IG 1クFJYh ln ① 114 1.138，000 135 1，323，000 185，000 ネ l

広告収人 ② 99，530 100，000 470 

収入合 J-I ①+② 1.237，530 1，423，000 185.4 70 

支I.Uの白11
IAJ z沢 f)~ 17古11 がと抑制 ノ1三，'1

会場出合計 538，364 924.400 386，036 ネ 2

215，000 551，340 336，340 

響 .!!日lリl人何 t1・設備使111料 323，364 373，060 49，696 

プログラム印刷此 1 14，141 135，000 20.859 

石板iI日l作伐 。 16，280 16，280 

司会者謝礼 60，000 60，000 。
|主l係百食事代 6，946 49，000 -42，054 

関係-ι父通tJl 70，100 71.810 I.710 
3M1 (コピー、郵送uW) 33，089 22，946 10，143 

司、Lo.uの'IH&fA!1晩年↓ 。 9，000 -9，000 

ゲストrlii奏者l制礼 (交通m 21.000 。 21，000 
A に1 843，640 1，288，436 444，796 

iE iJl 金 l'ill 393，8901 134，5641 259，326 

Tl'j ;オルビス J;Ufl~テルサ

*1 出演者数械により11¥714料滅。 ?s悶は不明。

出演者数の推移 23回 135 241!'!1138 251"1141 26巨1135 27匝1114人

神戸 tL!中 奈良 京都 神戸

* 2 lili回の京都テルザは客席 856席、今回のオルピスは 424席。ホール使用料滅。
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事業部

関西ハーモニカ連盟第4回合宿交流会報告

ココプラザ広場

点日本全域に爪泌を残して台風9り・10 ~-;.が

よった。そのn'(l去、台風 12号がn州の南からJt
逃しつつあった2016(τ1'1&28) JI' 9月31'1の側、

~方より1fr大阪ココ プラサ"に多くのハーモニカ

愛好家が集まりました。気象的械を気にしなが

らの 2LlIi¥lでしたが、全ての諸問と交ihとコン

サートのプロクラムは熱気に包まれる巾、終え

る 'I~カ~/J，¥米ました。幸いに、雨風の影響はほと

んど!!ttい状況で州路のi主に就く事がIIHKました。

-1'111は 120分のレクチャーが8，講座、 f!iは

j、食堂での交流夕食会と 「吹きまくり大会」、て

H日は 120分のレクチャーが4~11~ ，j~ と昼食後の

コンサートと光夫したl人J1きでした。お忙しいと

ころを ， ll'l~nlli として米阪いただいた斑版kf孝先生、

梢光止〔先' 1 、イ'!'II，出 1111 1，'モ先生、'，'~~EEl f点先生には 「本

当にお披れさまでした。またコンサー トではぷ

11，'1らしい泌jiをありがとうございました」参加

行令11を代ぶして心からお礼を巾し仁げま廿 。

特別ゲストとして何度も姉台に立っていただ

いたトンボ柴山村長支出f!'，日久様のアコーデイオ

ン泌炎にはいつもの交協会とは見なった殺しみ

を味わうー11ができました。また今回の交th会に

おいて新たな，i出州としての 「彼11ハーモニカの

事業部長梁木進

メンテナンスJをご山吋

mいた鈴木~~li竹森雄桁

般には本当に翌日IfJ了前な

ご指導をありがとうござ

いました。

当tli¥Rlから、 l税制Iとし

て又コンサートのゲスト

として若さ悩れる品.~~遣を

いただいた新J1尚子さん、

そして同じく.il'+1f:iliの柿111

恒弘さん、村上tWII{;fさん、

211山美千代さんにも、準備

段階からコンサート終了までご尽}Jいただきま

した。

2 11::にー凹のこの合宿交疏会のあり方につい

ては辿ml内部に於いて幾度か議論されてきまし

た。反行 ・改ig.すべき点もあることは承知lした

tで今回も拡m放しました結果、 124人の参加

を得ました。斎J!事lf孝先生のおっしゃっておら

れた 「継続の1l1l!tUを尖感致しましたが、数

少ない交協のt討をJ1!ml会11の皆様方のための場

とするために、会i~の皆さんからのアイデアや

ごな見をお寄せ引ければ幸いです。

交流会制l二lに斎!比五千孝先生より1111lかい激励の

お I::~'~を fîiî1i致しましたのでご511介します。

「ココプラザでは大変おW，訴になりました。_1

'':j¥'によく制l織、 111'[世lされ、スムーズなjffi1 Jで、

大きなJ，lliりlこがりがみられました。ζi!i-)J'織で

した。ゆくゆくは、これを、 114際大会にまで持っ

ていけるように与えてください。E古雌)i'.f;J 

(よt)交協会コンサート 当日配仰されたプロ

グラムに 「郊 51日IJとの氾JAが有りましたが 「第

41日りに修正させて臥きます。

-10ー



新井尚子さんの講座

多久!aiI

車主主~子11主 主
.阿~久mfl 首

liIS"Zl一一圃~ ‘J 

コンザート アンサンブル12

コンサト村上浩ーさん

コンサート 村上博昭古ん

-11-

事業部

夕食風策

コンサート 伊藤加奈さん

梅田恒弘さんの講座

コンサート 斎藤寿孝さん



事業部

第 27回関西ハーモニカ祭りを終えて

「海の声J(大阪音楽大学付属音楽院アンサンブル)

首;27匹l限!l1!!iハーモニカ祭りは、 2016(平成

28) W 10!'l 22・231:1の前日にわたり、担l'戸六

円lアイランド 「神戸ファッション美術館オルビ

スホール」でIJHIIi!いたしました。ちなみに、オ

ルビスとはラテン語で1'1のことであり、 UFOIr:J 

mのようなJ.ll物から、ご妊H語いただけるものと

足lいます。21:11::1のI-l¥術者はソロ 48人、アンサ

ンプルは 69組となり、延べ 15II ，~ I日lで、 18 1 1111

が協奏されました。延べIUijU者数は 770名にの

ぼります。tUuii者は、 1:1町lの品目世l成よねをi立憾な

く 1~附されたこととjEいます。 品目~*IIIIはクラシッ

ク、む~濡I~l~抗、泌歌、ポ・ノ プスまでハラエティー

に'i;;;み、お祭りにふさわしく歌声や制りで、 会

場を借り Lげていただきありがとうございまし

た。アンサンプル山部省の方々からは泌奈終了

後 「楽しかった」とのτaL躍を日iきました。

';~ Jの早いIh'fJIU {-， -}や終悦近くでの誌ií~~ された 11\

泌者の方々、そして帰後までijU~を聴いて下さっ

た問答の皆様へ似くお礼rI'し上げます。第 111m 

商円本ハーモニカコンテス ト各部1"](.長勝者に 22

lミ1.23目、ゲrストとして出自i聞きました。クロ

マチック剖11"1の三illi美京子さん、大村.&fiさん、

l!i日ソロ l~tlHII Jの i即応虫干さん、デュエァト ;"~II" I

12 

事業部長補佐鐘ケ江義行

ぽけっていーののお二人、そして小アンサンプ

ル部門モア ・こぴっと 4名の啓般には、心から

お礼を申し上げます。

また、後m ・ 協tl' fíiいた全日本ハーモニカ~

'!~l 、1:1本ハーモニカ 1芸術協会、ハーモニカ娠興会、

l倒トンボ来日詰製作所、鈴木楽総販売(附大阪支!缶、

三木楽部心斎稲服、 (十司会E2楽訂，lJ.¥J坂討のfh織に

もpst謝"1'し上げます一。

23日の終了予定は 18:30でした。11¥泌者、

進行述首の方々のご協力により、悲なくほぼ定

車11で終了できました。しかしハーモニカ然りの

合間及び述'lli而において、プログラム等での誤

記、むU奏}I~i椛、 þl，台裏が騒がしい等で、ご不満

の方々がおられたとJll、います。今後、皆峨のご

不満やご指摘の改選に取り組み、この伝統的な

行事をより良くするよう山道を尽くす所存です。

特にリハーサル安については、 i出発会間近くに

雌f~!いたしましたが、 ÎVJ早くから終了 11寺 1:日い っ

ぱいまで利川されておられました。会見の方々

から 「リハーサル室があって助かった」とのお

JHを瓜きました。(i)il奏会の枝織を辿¥Klサイトに

アップしています。編集局)

今 I~I、初めて副i奏 ' 1' にパックスクリーンへ映

像を佼射しました。この映像技射について、ア

ンケートを行いました。W;ilの品Jl泉、ご回答い

ただいた 55名のうち、約 9;'，Jが、 I映像は /1¥や

かであり、(jil-&iIllllζ;~\J利して良かった、 今後も

継続してほしいとの内容でした。歌詞の技l，Eを
希ftjするごな見も数イ'1ありました。

近年、会tMの忘れ物が問えています。山市iJlff

は自己管耳目を、持ち物にはご氏名を明記されま

すようにお願いいたします。

~ì 28 @II見l凶ハーモニカ祭りは、 2017(平成

29)11'-10月 7・81:1に、 「なら百il会曲'fJで1m

lli!します。奈良の国民文化祭に参加lのfIi:物とな

りますので、 ~H~大にJ: ~I flHしたいと11います。会

i~皆般のご参加lをJVll守いたします。



ピアノ伴奏でソ口演奏(松矢孝ーさん)

fオフラホマミキサ Jに合わせてダンスも

(ヤンヲン狭山ハーモニカクラブ)

::".;I!tt.~ .守~.，.""，"...... 
，ー ，
‘ E • '1 

ー・

笛LiEtZ
思い出深い演奏でした(同好会いかるが)

色彩がすばらしい(小河由美古ん)

1 3 

~7.J 
菅直函即

息の合ったアンサンブル

d み 白川子全l
[1 

区河軍F
0::;;軍量薗

ー唱員長苓占園田
美しい音色に魅了されました(THE Hom s) 

f北の国からJ(虹・レインボー)

舞台が絵に怠るカルテット(ほろりほろり)



事業部

優勝者のことば
第 11回西日本ハーモニカコンテスト

心のと‘こかに音楽を

クロマチック・ソロ(クラシッフ)部門置勝

三浦美奈子

今回はfCzardasIntermezzoJで、クロマチック・

ソロ(クラシック)部門優勝という結果をいた

だき、ありがとうございました。

半音の出ない教育用ハーモニカに物足りなさ

を党えつつ、教科2?に載っているl担|を総ざらい

したのは小学校低学年の頃。以来、長らく離れ

ていたハーモニカを始めたのは、母が習ってい

た路響でした。複数の複音ハーモニカを組み合

わせて、半音やさまざまな和音を出せることを

ま11って、たいそう琉きました。 トレモロが美し

く、ベース奏法や分散和音奏法を使えば一人で

も伴奏を入れて演奏できるのが魅力的でした。

数年経ったl袋、屯子オルガンやコーラスの経

験からクラシック系の音楽にも興味があったの

で、クロマチックハーモニカを始めました。し

ば‘らく双方を平行して練習していたのですが、

やればやるほどクロマチックハーモニカと複音

/、ーモニカは私にとっては全く違う楽器である

と実感し、練習時間の制約もあって、両立は困

難との判断から、複音ハーモニカとコ← ドを担

当していたアンサンプルを休止することにしま

した。当初からやっていた複音ハーモニカから

離れるのは寂しく残念でしたが、いつか再開で

きたらいいなと思っております。

現在、クロマチックを和谷泰扶先生に指導を

いただいております。音色や強弱・リズム・アー

ティキュレーション等、和谷先生の要求される

レベルを満たすのは大変ですが、大きな充実感

も感じています。ピアノ伴奏をして下さる和谷

麻里子先生には、伴奏と合わせて生の音で一つ

事業部

の音楽を作り上げる難しさと楽しさを教えてい

ただいております。

まだまだ至らないところが多々ありますが、

仕事もあり、練習時間の確保が融題です。今回

の受賞に満足するととなく、これからもできる

範囲で向上を目指していきたいと思います。最

後になりましたが、音楽を通してご縁をいただ

いた多くの方々に感謝し、たします。
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金賞第一位(複音ソ日開門)をいただいて

複音・ソ口部門優勝 源馬悪子

このj立は複音ソロ部門の金目立1一位という栄

えあるはをいただきまして、*当にありがとう

ございました。受111111の 「背*の凶l幻想1111は

私の大好きな1.111ですので、この山で受賞できま

したことは、私にと って二倍ーの日びです。

今でこそ言えることですが、打ちl別けますと、

私はヴ ァイオリン奏法が大の75τ二で‘して、大工作

な部分がこの奏法で証î1奏される r l~f~の筒」 は、

荘、にとりまして本当に難しい 1111 でした。 何 JD:~駐

留しでも、また、 |ー|のj臣、ハーモニカのくわえ

方、7，-の ID~き場所など、いろいろと誠してみても、

吹上111';彦先生のような美しいヴァイオリンの山

色にはほと述く、 l1J~ H、落ち込みの辿続でした。

そんなある日、とうとう先生に、 「ヴァイオリン

下手くそですし、他の1111に変えたJjがいいでしょ

うか? でも 「首誕の箇」が好きなんですカ.

.... ' J と、弱音を I~I :いてしまいました。 すると

先生は、「好きな1111をl吹くのが一冊大事です」と

おっしゃってくださり、この一言で私の迷いは

消えたように思います。それからコンテストの

本格まで練習に練習を重ね、ほんの少しですが、

ましにはなってきたように忠います。今の自分

事業部

にはこのヴァイオリン奏法しかできないのだか

ら、あとは自信をもってこれでいこう、 と心を

決めて本番に臨みました。

その結果が、このような素Ilj'lらしい貨をいた

だくことになったのでした。もしl吹上先生のお

言~がなかったらこの日はなかった、と本当に

先生への感謝の気持ちでいっぱいです。まだま

だ満足のいく 「背~の笛」 は吹けません。 これ

から先もまだまだ、より良い出9~になるように

頑張っていきたいと!.!:t!t、ます。

ll~t去に、この場をお借りしまして、私の佐音

ハーモニカ演奏のfLq躍をお作りくださいました

村LL-I11目先生、そして、いつも応隠してくれた家

肢の者に感謝の立を表したいと Jt!:~います。 あり

がとうございました。

主婦コンビのチームワーク

テ‘ュエット部門優勝 |まけっていーの

同い11二、主婦コンビの 「ぽけっていーの」です。

第 ll@]四日本ハーモニカコンテスト、デ、ュエッ

トf11WJで念願の一位をいただくことができまし

た。

私たちが演奏した1111r Joyful JoyfulJは、ベー

トーベンの第九のメロディーをモチーフにし、

ゴスペルにアレンジした111:1です。映画 「天使に

ラブソングを 2Jの111で、ゴスペル大会に11¥場

した日校生たちがこ の1111を力いっぱい歌い卜.げ

る裂が感動的でした。

私たちがコンテストに挑戦するにあたって、

せっかく 長い時1mをかけて練習するのですから、

やりがいのある山で、なおかつボランティア出

炎等でも皆さんに楽しんで|日|いてもらえる 1111、

ということでこの1111を選び、徳永延生先生にお

l聞いして編llhしていただきました。

JLLったより雌しそうな仕上がりに、 「吹けるか

しら ?Jと不安になりましたが、あきらめずに

少しずつ練習しました。二人合わせての練習は、

子どもが学校(.こ行っている聞にお互いの家やカ

ラオケボックスでしています。おJj也1している時

間よりも、音楽やヂどものこと、見ているドラ

-15-



事業部

マのことなど、おしゃべりしている時1111の方が

長いような気も しますが、まあそのへんは、チー

ムワークをはぐくむのも大切だということで 。

このようにのんびりした私i主ですので、今回

の受託、長年私たちをごm引くださった、 1[1森

ふさ子先生、徳永延生先生のお支えと励ましが

なければとてもかなえられなかったことです。

感謝いたしておりま廿 。

これからも楽しくハーモニカを続け、たくさ

んの方に私たち iltけっていーの」の凶奏を聡

いていただければと1lいます。

四つ葉のクローバー @

小アンサンプル部門優勝 モア・とぴっと

モア ・こびっとを結成して 2回目のコンテス

トに、この係な11をいただき、 i1:I&:ホッ トした

というのが尖感です。 2午前に苦しい経験をし

たlI!iに(練習、準備不足で当然のnrでしたが)

このままモア こぴっとの沼田jに終止符を打つ

のか、リペンジかの選択でぶし合い、後悔が残

る4はしたくないと、角野まゆみさん、 1[1本i'，'i
子さん、 ''(d1'I11i子さんと山人で再スタートしま

した。

ネーミンクのモア ・こぴっと(もう少し、しっ

かり頑張る、のむl味)が、私たちを後押しして

くれたようにも!乱います。まず、 出1111iドナウ

川のìll!Jは、 基本に戻る ・ 技術の見直し ・ 範~~W

1I.j1l.1lの訓幣・小田Jのチェック ・1111のイメージなど、

全民で共有することを(i(HiWしあいました。また

CDなど多くの1111を聴き、モア ・こぴっと、との

ちがし、やアンサンプルのハランスに目立をはら

うと共にマイクの選定にも気を使いました。

在、 ~J~になりますが、 2002 "rハーモニカアジ

ア大会仰木IHlfliill午、主婦6人が夜行パスで行き、

ー迎!日lハ モニカをひた廿らl聴く経験をしまし

た。(ミ1ミ知IXのため途'1"で神戸 厚木折り返しな

ど、 今では考えられない事ですが)そのU-.1jの熱

い気持ちが、ソ口、アンサンプルなどコンテス

トへのチャレンジ制神となりました。幾度か人

口はするもののなかなか阪IJ野とまではいかず、

今!日lやっといただく事ができました。4人で四

つ民のクローパーを見つけたようなjUいですロ

しかしアンサンプルにはまだまだ前1い111がある

との治許があり、 1.lI O)nさと~\!のl早さにハーモ

ニカの難しさを焔感しております。

今日まで、引いて下さった諸先生、そして型解・

協力して下さった(""::1-家的、に心からお礼を巾

し上~fます。

今後は少帽を少しゆるめて、ハーモニカのi1ii

~に味わいある『来いじf 色を求めて行きたいと

思っております。(代表向阪他美子)

西日本コンテストに出場して

大アンサンブル部門優勝 プカプカバンド

コンテス トに参加しての感坦!は、全u一殺で

「烈しかった」でした。コンテス トまで約 10か

月I15の線問でしたが、，+，だるみや煮詰まること

もなく、練iTl を ti~み íHねていけたと 11います。

これは選1111によるところが大きかったようにjtl

います。「サウンド ・オプ ・ミュージックj はよ

く ~II っている 1 11 1 なので、 出来上がりを坦!(<<1しな

がら練iS1することができました。

しかし、メドレーならではの難しさもありま

した。例えば、手前の1111のテンポに引きずられて、

次の1111のテンポがなかなか作れない凶所があり

ました。それぞれの1111のテンポをしっかり身体

に叩き込むだけではなく、i1ii炎者はどのタイミ

ングでiiE加を椛えれば、次の1111のテンポに乗っ

ていけるのか、指jiJi者はどのように係るのがわ

かりやすいのか等も皆で考えました。

結成 18年を迎えた私たちプカプカバンド。1=1

や耳がm1くなり、 「合づきは!!!U!I!Jと退会していっ

た元メンハーからの応綴は、コンテス ト挑I践に

liijけて大いに励みになりました。これからも迎

I@の級世といろいろな施設への111川ij縦突を活

動の中心に、よりよいi1ii奏を目指して、旧来しく目

~m並したいと!よ{います。 (足本町1子)

~8J3~d 
-16ー



事務局だより

常任理事会実施報告

2016年第6回常任理事会報告

1. 1 111.'i 2016 il' 10 H 17日(月)午後 611!i

より

2 場所ふんふんさろん

3. ，i品題

(1) 'IU良部行'11

合rl~'Ì交i市会実施報告

l他国ハーモニカ然り

2017 {ド交杭旅行

(2) :~II， J制作、その他

①'1Ifl¥I，，)・細川I!'11椛I.".Jについては改選時間まで

'(.1ってJj'iく。

事務 局 角 野 ま ゆ み

2017 {I'ハモ祭りとボHJElL，c文化T走行料コ

ンサート({巨体)について

rle:的ハーモニカエコーズ32{Iのあゆみ」

記念i誌は、I1務所にて|副院できる。

2017i1'2 H 6日常任耳J!"IT会は1!告しとする。

②編集局 「例制伝達制i完システム」 のt~!j!;につ

いて(:袋)

@会JUfH 20 16 { I~ J.立決:nの見込み他

③組織部会日動向について

⑤研修部研修会受付状況について

⑥その他者作権の認識について

“行って!見て!聞いて!" (私の備忘録)vol.3 

f宮本武蔵と"リズム"Jそして I鍛錬Iにつ

いて

2001年にヨーロ ッパに行き、ポーラン ド

|吋立ショパン ・アカデミーを見学させてm
いた時の私の備忘録に 「宮本武蔵の人気が

すごいJ r五輪升が読まれている」と11?い

ています。

州国後 「宮本武蔵のすべてJ (新人物0

**，1:)問l壬!-!N. !Jn i[約E編を附入して II~か

勉強したことがありました。それから5年

後にハーモニカを本絡的に始めましたが、

「物事にはすべて従I子 (リズム)というも

のがある ・・.J と 「五給.~u にリズムの

ill2Jc!性が強調されていたのを思い出したも

岩本洋之

のです。 r音楽 ・舞踊はもちろん、武芸全

般、問先、恋愛、人の一生も同様、皆リズ

ムがこれを左右する」と汚いであり、外国

人も非常に共感するようです。

リズム感の体得とともに 「音楽家は 11111

を仕上げるのに沿低l，OOOf!]のおu也をしな

ければならない」と言われておりハーモニ

カにも通用することですが、日本Jltの 「鍛

錬」 という言裁は 「五輪{!~ J から来ている

そうです。 r五輪{!fJには以下のように;'1

かれています。

「千日の稽古をもって鍛とし、万自の稽古

をもって錬とすJすなわち「鍛錬芯りJ

-17-



研修部

2016年度第 2図研修会報告

「リズムと表現法 Part llJ心・技・体でいこう

研修部永野富康

背筋在伸ばして元気よく

平J.x28年 8)'121El(日)外気n-H(-j37 J.且の

紙片の'1人小林由美子先生の研修に 83名のプi々

がIJ:¥川;されました。l次上Jj!'jr長の鍛jpに続吉、

小林先生の第一j-liは、「今日は大きな戸、心、技

を鍛えてもらいます。そして発信していただき、

充実した心で帰って附きたい」から始まりまし

た。

[心授体Jの体(リズム)から講義始まる

研修テーマは、大の相撲ファンである先生が

持え抜かれた 「心・技 ・(，j<Jです。教材は 「キ

ラキラ長変奏曲JrJ'.!;っ赤な太陽」、変わったと

ころで、大住i撲力士会の 「ひょの山数え歌」で

した。

18 

1 体(リズム)

スポーツの鍛え方にはまずそれぞれの基礎糾

問があります。アメフトのダッシュのように、

lj楽ではまずリスムです。t1*コンクールの謀

資ポイントは、表現の内容、 側、音の{IIIび、 rf.tA1.、
テンポ、日出品l している m~分、その上に人に感動

を与える芸術性です。

13来は1I;'ilI¥Jの芸術です。そのためにはハーモ

ニカの特仰を知ること。IDIに音iiiが小さいこ

と。マイク使用でも耳にlITiいてこない方もいま

す。一杯首~を聴いてほしい。

リズムの自得には、ドラムかダンスを始めて

ください。安勢は、i'IIiiiを{IIIばし、心はリラ ッ

クス、お!似をへこまさないようにu;'1'して下さ

し、。

品ii奏廿るとき、ハーモニカのflJ (かど)を刻

桁の阪で押さえつけない。終く支えるつもりで、

柔らかく保持してください。大吉な苛を出すに

は、出そうとしないと出ない。121いっきり大き

なアーを発戸、 切ってアツ、アッ、アッ、その

ときお11担が動いていること。

リズムの必本紙~'!lで大事なのは、拍<1 ちと“Ii日向

を感じること。4的子で l・3拍と 2・"Jj:lをfJっ

てみる。メトロノームに合わせて“ 11.¥j"とアクセ

ントの {>jけ !J も体験。 ここで、 r !~っ亦な太防」



をハックに手足を使って好きなリズムJJちをし

ました。リズム緋v仰の際、メトロノ ムはつけっ

ぱなしにして続けてくださし、。虻/1&¥がついて来

たらスピードを支えてみる。他のことをしなが

らでも一瞬j，srl'すると良いで廿 。

biいて、大相撲)J士会の 「ひょの山かぞえ::fJU

/-/口市までリズミカルに;吹いましようと。歌

詞に深いl味があり、 ハーモニカ紛l自の心構えに

通じるものがあります。:fx;i司だけなので耳コピー

で楽請をSき留める練習もして下さい。1);1みに

:肱:ifiJを2つ。

( 1 )ひとつ ひとりで言えるかな?

おはよう ありがとう ごめんなさい

こんにちは いただきます大きな717で

ハッキヨイ 1 ハッキヨイ! 大相撲

ノ、アキヨイ! ハッキヨイ l 大相撲

(10) とうとう むかえたT秋楽

いろんな是!いが胸か廿め

強く 正しく 感謝して 1

ハッキヨイ ! ハッキヨイ! AfIIlYi 
ハッキヨイ 1 ハッキヨイ! 大相撲

2 授(メロディー)

1?;-~は、心地よく ijii奏したい、聴きたい。 そ

れには、本体をJ付く桂木制!iPlの上に炎法があり

ます。スラーやスタッカー卜;ic号を[/しく読み

取って総討することや、アクセント足りではキ

レのあるJUし方についても J'宇なfJllり|がありま

した。

教材の 「キラキラ星変必IIIJjを4小首l交代

で次々テーブルを移動、ほぽ全u.がリレーi1it突

しました。そして公Uflレッスンとして lチーム

アンサンブルの御指導(ピッコロコ口)

19 

研修部

ピッコロコ口が 「風雪tfriれIj(dの桁持を受けま

した。

3 心(ハーモ=一)

以 lを総合して、小林先生の熱い折郊のもと、

全i，lで rrrっ晶、な太陽」を 4パートで合奏。ハ

ス、コード姐当はコー ドネームをほんの少しの

リハーサルだけで伴奏し、全nが習ったばかり

のポイントを生き生きと表呪できました。

烈心にメモを取る請習参加者

こうして弱いHに熱いこ。指呼をfJ1き、充実の

1 [1を送らせていただいたことを感l制しつつ川

途につきました。

く~121日IIvf修会アンケートの結果〉

参IJIi-l'i 総数 83名 (例人会民 43名、団体会

n 39 oy，、 #1会UI名)

アンケート提1I¥.(i : t耳目 13名、:';(1'1:12名 (50

代 41'， 60 f~ 5 1'， 70代 9名 80f~ 4名)

h北村l

リズムトレーニンタが雌しかったが勉強に

なった。

・UHいて、吹いて、 体験できて良かった。

・スラ一、ス5ッカー ト、アヲセントのとり Ji

など、!二|からウロコ。

・3恥しくて分かりやすかった。

・心伎(1;0)基本;は卦休を1史うことなど1'N熱を込

めて教えていただいた。

・ ハーモニカ白楽っくりの本質をよ4体的に alll~]

いただき、参考になった。

-全u参加型のlリlるく飽きない研修だった。



研修部

2016年度第 3回研修会報告

~良い演奏の色々なテクニック~

秋IWれの 10月 301:1(日)、第 3@1研修会が

愛日会自 l で行われました。 ll~ fJJに JlX上 IIN~J!H'H

長より満州lの宇佐美進先生の*1，介があり ました。

平成 27{ド日本ハーモニカ大11を受けられた先

'1は、平J.x12 {Ioまで 20{I'II¥II見li国で沼附され、

多い11キで{I'10 -20 lnIのステージをこなされた

そうです。平成 13{IにIL4固に川られ、 JJW凶国

ハーモニカ辿~~1 (約刊O名)の会長をしておら

れます。

3 占星の 11与に、父~)lからもら っ たハーモニカを

吹き始め、 ，t，校から 10{I.qmのqlj析があったそう

ですが、 JJtI[までl~!学でハーモニカを学び、色々

とATJ起し、体験したことをおJ目し下さいました。

1 ハーモ=力奏法の基本

① I Iや~fiを動かさないで、ハーモニカを動かす。

② 次の71を吹く 11与は、 l瞬時に、次の穴を見ずに

ハーモニカを移~ÿJ iI\米るよう、休で党える。

③ 1:下の移動は、ハーモニカを I..-Fさせる動的

と前後に 1 1\し入れする ~ÿJ f1，を同時に行う。

③ 1-1の J~は 「オ J か 「ホ」 の Jf~で口の中は丸くなっ

ているfJ，l良い。 nJ肢のJf~で行が追う 。

⑤ 行のIl¥始めがー孫六きく、そこから徐々に小

さくなっていく。行は余日11が残るように。

⑥ プレスは一瞬で以が吸えるように訓練する。

余ったJ止し足りない以は、引から阿11与に"1:い

たり吸ったりする。1，;)じ7Tが辿続する11年は(パ

スやコードのように)一行一日、ぬから以を

-20 

研修部住田陽子

吸う，~II制?をする。

2 良い演奏をするには

① 符をよくJ11!~~し、的;;tをillい浮かべて、ハー

モニカで歌う。

② 1111の一首たりとも兄逃さず泌炎;n州を立て

る。 可能な|製りハーモニカを~}Jかさず泌炎で

きないか。 ドレミフ ァソラシドを泌く吹くに

は、ハーモニカを左布に!fiJJかさず、 11¥したり

入れたりする 「たて炎法Jを巧えた。くわえ

1，を広くしたり放くするのに舌を使う。

③ ーフレーズは一以で吹く。

④ 訓11・のできたハーモニカを使ってほしい。

ノ、ーモニカは、 1:1、2枚のリードの川波数を

変えてあり、 1，;)11キに吹いた11寺にうねりができ

る。日のうねりが合うように1:1分で1制11!11¥米

るのが良い。

⑤ 首には余描iを。 フ レーズの11~f去を大切に。

⑤ ~ûl~hJ では、 pp( ピアニッシモ)が特に大切。

⑦ *i~必法が別らかに出来るように。

3 良い演奏のテクニック

①Z 穴~法

2 穴ずつ品il~ーする奏語、で、速い1111 を ilii~する

時に有効。

R33 I旦255陪Z1 2 I 3 - -I 
例えば 12 を泌44する!~/~合はハーモニカを目i}J

かさない。豆皇もITI!tRo



②3→41'，奏法

主ì~の場合、主メロディと両'1 メロディで詣の

大きさのバランスを変える・1¥が可能。例えば

.?11s¥5ili・ 6旦

0¥lJ3.:l.13・41 

J:i:Jミを大きくドの音を小さくするには、ド

レミファまで 41'，をくわえる。 ミの??は口の

中心に穴が来るので大きく 川り、ドのffは口

の/c端に'*るので小さく lmる。すると iメロ

ディが引き去つ良いií~突が11\米る。

③ベース必法

軟らかいベース、大小Aーのあるペース、鋭敏

なペース、開欣ベース、ワルツ奏11，は1111に合

わせる。H"Iとして 「母さんの淑Jrスワニー河」

のベースを線開しました。ここでも L;ic4ノ'(

奏法O)，il1l明がありました。

④オクターウ、奈i)0 

l投汗の美しいオクターヴ;7を11¥すには、 97'(

くわえ 51¥I!r'で押さえてプロックする。

⑤詰切れの良いùii~~

・分散布II:.:は詰切れの良くなるように線利する。

I ~一一一|
4 六f~，lJ阜のくわえ方でスタートし、 くわえる

穴をmやし(仁lを/，'1こl穴広げるような気持ち

で)5山首を11¥します。

・グリッサンドは、 1-1を小さ くし隣の;fが人ら

ないように、切れをよく司る。

⑥ トリルづき法

速いフレーズやト リルのような装飾17は一以

で。一日一首.[1確に。呈4343434 と忠つぎ

なしで吹く。1次l肢の空気のiliのハランスが取

れること。35353535 では、ミとソが(，乱尖
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研修部

に"日るように。

，!)¥ I-.J'i! '1ト長が 「今日はハーモニクス大阪の前

奏の l'μ~lを予定していたが1) '1 1二 となり残念です、

全てを;il"lilli立てて行う宗111'1らしい先当です」と

言われました。小林研修fillkが「難しい1111を吹

いても結局、 bHに戻ります。たくさんの資料

を紋自に役立てて|、さい」と締めくくられまし

た。 1!~f:主に、宇佐美先生が 「荒城のH(幻惣的

変-'%1111)jのl1il~.きを l胞かせてドさいました。

ハーモニカの J，\I~純白の大切さから、 4 穴奏

(1、でメロディーをIHJこえるよ うに廿 る方法など

多くの炎法を教えて聞き、イIぷ義な研修会でし

た。

〈第 31"1研修会アンケートの結以〉

参1)11'I'i' 総数 92~う(個人会 (138 名、|苛|体会 rl

49名、 JI会員 5名)

アンケート拠出指.リj性 16名、女1'118名 (50

代2γ，60代 10t，70代 16名 80代 5名)

/，'[父ねl也、 L、

!嬰かく$11しみやすい先当で、 T'告で分かりや

すかった。

bH斗こmり、忌れていた'H1kJittい1.1¥した。

ノ'1<{1.:のL'lillな研究成以をありがとうございま

した。

地道な糾1Plをtdじける事の大切さを学んだ。

HlMlwnに巴、っていた所、悩んでいた所など、

これからの和~刊に役立てたい。

ハーモニカの!処の深さにμづかされました。

llì~炎，fI断、 2 i¥:、3→4穴突法、とても勉強

になった。



研修部

2017年度研修会のご案内

2017年度も下記の内容で研修会を尖施いたし

ます。皆さん、討って参加lくださいま廿ょうご

案内いたします。

参加賀は、 今後のさらなる継続仰と党肢を考

l'.uした結梨、 201711一位より会i11.5001吋、 ~ I

会員 2，5001'Jとさせていただきます。

一
会 場愛日会館

大阪市中*区本IIIT4-7-11 

r江1活 06-6264-4100

研修l昨1m: f'flm 14:00-16:30 

参 加賀 会n~}にてお支払い下さい。

人 数 70 名(先<'i'~i、予約が必!}2です)

'1'込先丸山茂生

TELlFAX 072-793-7164 

第 1固

く日 'I'i!> 5月 211'1 (日)

<.lM nlli> 水野隆元

(トtU音ノ、ーモニカ~者)

く!刈谷> テーマー rilii奈における基般的で

íf(~なすれ」

?U .I'~ハーモニカの呼吸法、7iii炎におけるエ才、

ルギーの仰い方、フレーズの捉え方、など

く消削1プロフィール〉

ノ、ーモニカを沼崎軍1I{tJ王にr:rl ì!J~o

F.I.H. JAPAN ( 世界ハーモニカ辿 ~~U 1=1本支部

1991 )、アジア ・太'I'-(-fハーモニカフェスティ

パル (台湾 ・1996)、F.I.H.¥立川ハーモニカ ・コ

ンテスト (ドイツ・ 1997)、 全ての大会におい

て桜首ハーモニカソロffl)IIlJ第一位。

DAAD (ドイツ学Wi交協会)の給t'i奨学生として

ドイツで音楽学を専攻。

山l虫l縫製大学大学院にてコンピューター ・ミュー

ジックを学び、新しい音楽の}f3を桜索。JJUE、

(1'1111家とHに、絞首ハーモニカのオ リジナル1111

を妓すことを \~I的に前!日IJrl.. 0
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研修部長小林由美子

日本ハーモニカ主芸術協会日i\i随、 Wi~ハーモニカ

コンクール秘資n、グレード得査委口、 F.I.Hハー

モニカ ・コンテス ト務査只。

第 2固

くEI N> 7月 21ミ1(EIJ 

く制 (:'Ii> '!九LIINj:孟

(¥則iLGハーモニカJiliml.fm事長)

く内 谷> 品，"高秀lriiifi'，'ii'，!.I-¥より、 r11.¥船」ィkf11

111 1 を取り上げ、消f:rliが凶~の思いを伝え、参加

者lこマスターしていただきます。

第3固

く日 fi!> 9 )'J 3日(1'1)

く消 (:ili> 梢光忠

(ノ、ーモニカ仮興会~ll11 ， ;持師)

く内谷>

テーマ 「力まずiIニしいテクニックを !J

3穴 ・5穴・ベース制

第4固

く臼科> 11月 12EI(Ef)

く郡山Ii> 訓幣1¥'

i、 会!M.11寺山l ' 人数・ ，*，込先はI~'jl と同じです。

1: 定uを超えた場合は、 参加をお断りするこ

とになりますので早めに申し込み腕lいます。

なお、 当101のキャンセルについてはillj11の

都合 仁 会政をいただきま廿のでこ了承く

ださい。

キ 11'し込みは、 一枚のqr j，6 -~!} (右ページ)で

組数回の参加qJし込みが可能です。



研修部

関西ハーモニカ連盟研修会申込書 (個人)

出皇萱呈i (氏名)

(連絡先電話)

ご希望の回をOで囲んでください。 (一度に複数回申込み可能です)

(第 l回 第 2回 第 3回 第 4回)研修会に参加する。

関西ハーモニカ連盟研修会申込書 (団体)

(団体番号) (教室 .サークノレ名)

(代表者名)

(連絡先電話)

ご希望の回をOで囲んでください。 (一度に複数回申込み可能です)

(第 1回 第 2回 第 3回 第 4巨1)研修会に参加する。

(団体会員氏名制D 参加者計 人
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昼食八一カレンダー的民
{~ II月 15日現在|畑ハーモニカ辿叩編集局

入

V
E

‘一 イベント及びlHll催おia.二 .、 会場及工Ilwg.... ¥Il血 :プ:
11月18日(金) 吉村剛次クロマチックメンテナンス 堺市ベルマージュ

13:00- 講習 【問]吉村 072-251-9398(FAX共)

II月19EI (土) 梁木進 複音ノ、ーモニカ公1mレッスン 新大阪ココプラザ 1.000円

12:30- 【WEBl 【出，j]梁木 090-8655-6045

II月20日(日) 寺村安雄主HH絞音ノ、ーモニカr.t4習会」 愛日会館嬰予約受講料 2，000円

13:00- 【WEBl 【問]寺村口72-297-5737(FAX共)

II月20日(日)
日E木進個人レ‘ノスン

ふんふんさろん 3，000円

13:00- 【11M]梁木 090-8655-6045

II月27日(日) 第 8回吉村クロマチック教室発表会 堺市北野田フェステイノ勺レ ・フフットホー

13:00- 【WEBl ル 【間】吉村072-251-9398

12月4日(日) 梁木illi 複音ハ モニカ公rmレッスン ふんふんさろん 1.000円

13:00- (wEsl (1目i】梁木 090-8655-6045

12月7EI (水)
徳永廷生ライブ

北区茶屋町ガーテ'ンピル 5FLive Azul 

19:00/20:00/21 :00 要予約有料 [閑】徳永 090-3723-0705

12月II日(日)
クリスマスハデコンコンサート 教室の

新大阪ココプラザ

13:00-
先生方&イベント舞台の辺方さんの派

(IIIJl H企画梁木 090-8655-6045
手派手コンサートです 【WEsl

12月II日(日)
寺村安雄合同クリスマスコンサート

堺市東文化会館入場!!!~料

10:00- 【間】寺村 072-297-5737(FAX共)

12月IIEI (日) ハモニ白~ g~1 1 コ ンサート 大阪市i国区徐悶

12月 13日(火)
徳永延生ライブ

心斎橋筋アクロスピJレ4F RUG TlME 

19:30/21:15 2，500円 【問】徳永 090-3723-0705

12月23日(金)
寺村安jjU郷土歌の集い」 池岡市市民会館アゼリアホール

関西芸能文化振興会主催 【IHj)寺村口72-297-5737(FAX共)

2017年

1月B日(日)
立と木進 個人レッスン

ふんふんさろん 3，000円

13:00- (1日Jl梁木 090-8655-6045

l 月15日(日) 梁木il主 複音ノ、ーモニカ公rmレッスン 新大阪ココプラザ 1.000円

13:00- (WEB】 [問]梁木 090-8655-6045

l 月291:1(日) 徳永教室発表会
阪急武庫之荘 フイプ・スポット ・アロー

見学入場料 1.000円

2月 II日(士、祝)
関西ハーモーカ連盟

徐l凶
2017年度定時総会

2月12EI (日)
梁木i庄 桜T-fハーモニカ公IHJレッスン

ふんふんさろん 1.000円

13:00- 【|問1114木 090-8655-6045
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r_空memぞiIí!ifjiIi主主~雪1'!2ト及出ll!IflIl抑

2月 15EI (7l<) 徳永延生ライブ
Live Azul 有料

【l悶]徳永 090-3723-0705

3月 5EI (日)
主佐木進 0;1人レッスン

ふんふんさろん 3.000円

13:00- (IUJl梁木 090-8655-6045

3月 9日(木)
徳永延生有生ランチタイムコンサート

ニ田市総合文化センター 郷の音ホール

II・30- チケットセンヲー 079-559-8101

木JJ;Ti辛主(/1:
宇治市ふりーすベーす宇治日f1:1

3H 12日(EIl
第 10巨1M!首ハーモニカl吹きまくり会

入場無料出演 1.000円

【1m)オミ1!;!0774・23-6631

3月 18日(水) E佐木進 復活ハーモニカ公1mレッスン
新大阪ココプラザ 1，000円

【|剖】君主木 090-8655-6045

4月 10EI (月)
徳永サウンド研究会グアムの旅

徳永サウンド研究会主催 グアム政府・69.500 f"J-
~ 13円(木)

新潟グアム規善交流協会後段

5月 14日(日)
~木進誰でもステージ吹きまくり ふんふん吉ろん 1.000内

13:00-

5J'J 21 EI (EIl 連盟主催第 1回研修会 愛日会館

7月 2日(日) 連盟主催第2回研修会 愛日会的i

8月 20EI (日) ハモニ白J~l2 I日lリサイタル
あましんアルカイックホール ・オクト

行料 [11:¥1】ハモニ館吹上

9月 3日(EI) 連盟主催第3回研修会 愛日会的i

9foJ 15EI(金)
連盟主催宮崎へ交流旅行予定 (II¥Jl 'H楽部栄木

16 EI (土)

10月7日(土) 連日刊主催 関西ハーモニカ祭り
なら 100年会館

8日(日) 奈良国民文化祭の一環として開催

吉村教室発表会
崎市市北区北野町フェスァィパル ・フラ y

10 JJ 15 1二I(臼)
トホール [問】吉村 072-251-9398

World Harmonica Festival 
11月l日- 5日

詳細は www.whι2017.de参照
Trossingen Germany 

IIJJI21-1([i) 連盟主催第4固研修会 '$:日会館

(I悶]II¥J?iせ先 (W E B 1 ホームページ参JI.日の目白りです、ホームベージの，f下紺!なf乱肢をご~TFさい。

過去のカレンダーはホームページの |会側パ yクNolをご1!:i卜さい。

h社p://harmon ika-ren mei.studio-web. ne t/ 

.11¥10せ先

全 1 1本ハーモニカえliml1J~fñ'，日 048. 4 '16 .6 1 26 FAX 048-445-6161 

徳永延'1，. (特別顧1m クロマチ ック発行} ゎ 06.693'1-7266 

l-lfi!州 捻本 072・284-8808

ふんふんさろん 一一 06-6352-8005 FAX 06.6353-1393 

ハモニ師'1''X 1 一 一一 0798-22-1 844(FAX J~jJ!i) 

、1村;五雄 一 072-297-5737(FAX 共通)
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ハモニ館第9回夏季宿泊研修会

立';9四ハモ二郎夏季'(j'iil'l研修会は、 2016{I' 7 

F131 EI-8)'11 FI 、兵 IltWl~猪名川町の r~'!i JjH ロ ッ

ジ・メイプル猪名川Jで行われました。第 7I~I 

から同じ場所ですので、持さん僚子が分かつて

おり、各教室の(11111.11や知り合いの方々がグルー

プとなって必席、利やかな1;'凶気です。参加/]

は48:¥"で(前回が 52:¥，，)例イ!とオ三f*同じmιi
で家族的な研修会です。

一日目の研修は、午後 111年から小林由美子先

生の校拶で始まりました。今回は11寺11¥1を惜しん

で，治め込むのではなく、おおらかに殺しく luf修

しましようということです。そして今回の研修

テーマは 「音楽の基本はl徳くこと !Jです。制|

手の副i裂をよく l拙いて、自分だったらどう表現

するか、 1:1分の13はどんな行色かをよく雌，泌す

るということです。

11~ fJJはr1分111/自己アピール」です。IIfflil'でハー

モニカを吹いてから自己紹介するという方法で、

liij[1I1と同じルールでしたので皆さんの羽!併も早

く、日11f~で而長l く紹介される方、また照的なカ
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福田徹士

ネで自己叙i介半ばで中断させられた方もいて笑

いをl誘い、研修へのウォーミングアップとなり

ました。

いよいよここから研修の始まりです。先生が

配られたプリントによる1μ話器~泊。 r 4分自符、

B分音符との組み合わせ」、rl6分sTfと8分音

符の組み合わせ」を全日で吹いてsTfの長さや

リズムをPj!f~~し、吹く l時の盗然、ハーモニカの

くわえ方などを教わりました。

次に;認品li1111rきらきら!fl変奏1111lJを全日で

練習し、その後、 l川~iに 2 小針iずつiiA後まで吹

くという事U11>lです。それが!1!に進んで先'七に当

てられた方が町il&にf去をあiけて吹く、途中で止

まれば完成するまで何度も繰り返すという厳し

いものでした。これが「音楽の基本は聴くこと!J 

の実践教育かと!思います。

更に 「きらきら!il変奏11112J を全日で制!~I。

カデンツア、 トリ ル、スタッカート、アクセン

トなどの奏法を学び、また版式発i1、を柿 fにl肢

かけてi自得するノウハウも学びました。

白川りのJi もあって、その方々の，課題1111の il~

~をl飽き、また先生からはプレゼント 1111の、 「歩J

「なごり'.;.iJの軒i介を受けた後、般市l!i斑突をl徳き

ました。 吹く前に 「まず:l~ う 」 ことと教えられて、

全日で取ってから縦仰をしました。以後に全日

のJ2念写点を11.lり、一日悶の研修は終わりとな

りました。



主!府l夕食会は 61時半からi砧長老の間口光信さ

んの乾杯、のご発声で始まりました。:uが賑やか

になり始めると、小林先生と吹上先生が日本泊

とビールを両手に各仰を姐られ会!J~}は笑いに包

まれて研修のli1'れもl吹っ飛んで行きました。f'，!

なく吹上先生がカラオケ2n-戸をJげられると、

次々と欣好きの方が1.~'1: !J~} して史に五会を借り l

げてくれました。ここで欧い足らないJjは二次

会への誘いとなりました。

二円目は 911!FPから研修IHI始。全只で;j*:mllll

の~官。 I lïA、の子千1・'~:!Jでは分間和Ifの冗全ifl

j~1を 1=1 指して何度も練習。 あまり傑くくわえな

い、仁l幅は一定に、 }jを入れない、やり 11'1:さな
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いで自分の74をよく l出くなどJ，Hs:を教わりまし

た。 次に 「おんな船頭'~!J のゆ~;ìiîIの説l引を受けて、

1'1刈者の気持をl'i!月干し、その気持をどう表射す

るかを与えて吹くことを教えられました。次は

「ドリゴのセレナーデ」を先'1ーから鋭いた楽H作で

おli問。これでLF，山中の研修は終了しました。

午後はl~題 1 111の発表です。 がi奈者一人ひとり

がII I~先生の~I\~J'I~を受け、木人は l当分の弱点を知l

り、 It1iく人は自分だったらどう吹くかとの思い

が'1まれて、次への目燃に終がります。この学

びこそがハモニ白l夏季研修の良さではないかと

iLlいま官 。

以後は IOHの I1則内ハーモニカ然り」でJf

1'<.する 「叩!日カルチャ一川凶グループ」のアン

サンブル 「ム yチーメドレー(無法松の一旬、

!将、併の衆)Jが彼泌されました。それから

プレゼン ト11111なごり.，rtJ r少」を全日で吹い

て、今回の研修会を締めくくりました。小林先

生、吹 |先生、JItii1ii止の皆さん、ありがとうご

ざいました。



高阪ハーモニカ教室合同発表会 10周年記念コンサー卜を開催

去る II月3日、 「文化の日」に相応しくいけ

私たちの rIO，'.1イ1ニ記念コンサー ト』が神戸の生

日 l文化会館で JJ~I fIi:されました。この合同発表会

はJ1』阪[由美子先生ごtM将のJ"fF生4教主(鎖的・

原口 ・鈴l話i台 ・小野)が、平成 19年7月に第

1 191日をTI'戸口合文化センターでImili:して以米、

今回が節目の第 10回目となりました。どのよう

な内容にするか、皆で 1'Iol日l検，討をmねて:k1J2

しました。

第一部 10年のあゆみ(合奏)

4教室の 10!I三11.¥1をJlIりと映像で綴り返るとJ'l

に、それぞれが印象に残った 21111を逃んでjlq~

しました。 ~j'îI告は 「クワイ河マーチJI航の夜加lJ、

嫁仁1IひょっこりひょうたんμJIとおりゃんせ」、

鈴ihli台 「アルプスの牧場JI陛と搬峨」、小野 「日

校三年"".JI誌の名前でIUています」と多彩なill

1111でした。

第二部思い出の 1幽

ソロ、テdユオ、アンサンプル等でl映像をハッ

クに淡奏しました。

第三部感謝

1，i fJJに友↑'I~j11 ¥ i1iiで、地元の~':j tr台 ・ 1'" 舟 会「す

ずむしコーラス」によるコーラスが花を添えて

Fさいました。そして、講師の両阪先生とゲス

トの西日!キ司、村上浩一両先elーに、来11市らしい

i1ii突をしてmきました。そのあと、 4教室全員

須磨パールエコーズ代表 羽 原 伸 示

すずらんハ モニ力フレンズfアルプスの牧場J

で 「辺びも;目、しみも幾年)'1Jを正.，阪先生の指j!li

で大合奏。ぶっつけ本番でしたが、皆の忠はぴっ

たりで した。liii:去に、村 |占先生の指担liで、 「ロン

グロングアゴー」と 「明日があるさ」の21111を

会場の皆さんとー絡に敏い、 M奏してフィナー

レとなりました。

i内奏会後の恕税会では、各教室の恒例の工夫

をこらした111し物で、大いに捕り上がりました。

一郎に、 i向炎にあわせてJl;りとl映像を取り入れ

た今回の企凹lでしたが、お容さんのnl~ ;l'l~が気に

はなるところです。会場には、近nRlのfiIi村民会

長、そして音響て、スズキ楽伐の竹怠:1m社i氏が!¥j，
けつけて下さり、また、多くの先端、知人の方々

がおいで Fさり、有難うございました。紙I而を

おilJりして、改めてお礼q，し上げます。

10周年を記念して
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新井ファミリー ・手作りコンサートを開催しました

2016 (玉ド1&28) if.9月 24日土11M日、ハーモ

ニカンズ・アバン ドーネ主flHの 「新JIファミリー

コンサー ト」が京都教育文化セン空ーにて、参

加メンバ-41名で行われました。このコンザー

トは、放新Hiii久先生が始められ、Zfl1 @....... 10 

日までIHlfII:されました。その後は新)I尚子先生

にご指将をお前lいしています。

故車HI先生が始められたファミリーコンサー

トを継続したいとのメンバーの!ttl.、から企図jj!;;

u会を立ち上げました。 IJ~IfIiιWI日は尚子先生と

相談して決定。会協逃び、プロタラム刊り、当

l二lの司会進行などは企画委只が分担しました。

今同が第 21m目となるコンサートです。

、'i日はmlt叫が午後 111年15分にもかかわらず、

II 時すぎにはメン八一全uが集合し、ィ、忙iれな

会1M;誕百はセンターの峨貝のJi々 の協力を似て、

手作りコンサートが始まりました。

大アンサンプル、 小アンサンプル、ソ口、デュ

オとー人一回は山ililするmで進め、1'1tfjの紙仰

の成果をJHIiすることができました。全日のJt

表白~炎の後に、企画書~L~lの伴づきで、 会場全日で

取って、お客様』こも楽しんでいただきました。

最後は「お~しみコーナー」 として、< 11-1村出s一、

新JI尚子のミニライブ〉を行いました。プロの

ギヲーとプロのハーモニカの後い迫力のライブ

に会場は感動、聴き入ってしまいました。そし
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ハーモニカンズ ・アバンドーネ林 和子

て私たちのファミリーコンサートに大柏のイとを

咲かせてくださったことは似しい11Ji!りです。ラ

イブ後、尚子先生のお話のrl"でコンサートにつ

いて 「父も臼んでいるでしょう」との言葉があり、

IW~に夕、ノとくるものがあ りました。

予定通りにコンサートを終えて、部屋を変え

での打ちじtf恕剥l会。ここでも予定通りに恭し

くjlliみ、飛び入りタップダンスもあって盛り上

がりました。第 Ilm-IOI亘lまで、コンサートの

レールを放いてくださった故新JI先生のー.'irtい聞

を継いで、これからも 「新JIファミリーのアッ

トホームなイメージを壊さぬようにコンサート

を続けていこう」と皆で確認し、次回へ向けて

のlilいを 1出し合いました。 コンサートが!!!~'1¥に

裂しく終 fし、安I/';すると Jtに充2たしたー1:1と

なりましたことを企画委日の一人として判官1さ

せていただきます。



垂水ハーモニカ友の会第12回発表会を開催しました

垂水ハーモニカ友の会代表 渡 這 義明

当日の朗報!村上浩一先生が受賞の新間報道

2016 (平成 28)年 10月 29EIと1:)、垂水ハー

モニカ友の会の i1lJ12回みんなのハーモニカ発

表会」を神戸市垂水勤労T¥J民センター・ レパン

テホールに於いてIHlflUしました。

当日は木村1らしl号が吹くかもしれないとの

天気予仰があり、制方のJJU僻地上空はH日主に被

われているH、iflでしたが、 幸い大きなiuiれはな

く、 13時の間断l時には会場が満仰となり、有明t

さで感動した次第です。泌奏はオープニングIlh

の 「日目;(.$")111は行く 」からでした。

fm然にも主m、神戸市の平m(28年度の文化11:、

文化奨励11:.文化活動J)r;;，11を神戸新IHlI:9J刊が

報じ、その"1'11こ村上出gー先生が、長年にわたる

ひたむきな文化活動をされた方にl問られる 「文

化活動功労災」にjj!ばれて、 II月 16日に贈呈

式が行われるとの氾"rcがItil載されました。

この大変おめでたいニュースを急きょ会場の

皆様に紛介しました。 ~:I台に数時Jいただいた村

U¥::J:は il1i1らずもこのようなlHJli'lられたこ

とは大変光栄であり、今後ともハーモニカ活動

友の会のアトラ7ション合奏

満席のレパンテホル
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受賞の挨捗をされる村上浩一先生



Itll。政びに特別i1ii炎として村 |約一先'1ーによる

21t11。合，n.43 1111のi1iiづきは町1，訓に逆行し、ほぽ予

~1I，'rll\I内に示き ìiil となりました。

ii~~~ IIII の '1'には、会場の皆様に放っていただ

くアトラクション111141111とエンデイング1111rま

たi主う口まで」があり、 f旨f.liの村J先'1が一帯

大きなJf，で ::fXわれるほどのパワーを発j'oliされて

舛f?と会場は一体となって迫}Jある合ltiとなり

ましたので、十与慌に栄しいlI，ill¥lを過ごしていた

だけたと JLLいます。 ご米1Mの十年様と ζ~U向いた

だいた皆憾にj'」くお礼"，し七げます。

に}iJi'mって参ります」とご敗防を述べられ、ご

来íJ，}{J様と üii~者ーから )J出の町I下が悦き起りま

した。

この印I朝iは指導を受けている私たちの出i突の

活JJとなり、 一準にJU"会は峨り |二がる状況と

なりました。友の会による独炎、 市炎、合奏、

これに他楽日日Jl i1Ii、フラダンスJt riilを合め 37illl。

そして毎回発表会でぶ附らしい而i突をしていた

だいているf1WJ山見.Iiの rNHKTI'J ;マ リンハーモ

ニー」の皆さんによる合奏 21111。同級にごI-um，'

いただいているゲス トのデュオ 「た~た&ま~

いJ(而阪(也*'下さんと松岡山子さん)による 2

11月16日に贈呈式がありました!

おられました。

当日、初来以!では倒花展がfli:されており、大

ホールから眺める山水の雌悶の器[~が|助射しに

JI.日らされて、日N泉式にひときわ鮮やかな彩りを

添えている様「が印象的でした。恥t_t.f，'i-先生

の受伐を祝し、今後の佐々のこ"活町fを祈念、"，し

上げます。

百;12回発表会の後、 II月 16日 (JI<)の午後、

神戸市文化白羽 311の2団体、 11個人に対す

る11目星式が神戸市のH!i)I;l迎会館大ホールにおい

て和やかな芥1!tI気のもとで執り行われ、久元喜

造神戸市長から文化活動rJJ'iJi1r芸術・f1*Cハー

モニカ)Jの白状等が村 l二r.!iー先'七へI!N~I~ されま

した。先生はご家依同f'I'でご臨州、ハーモニカ

数五のllII々 も列附する'1人終始111'(れ111
11れとして

2手IJ目右から 2人目が村上浩一先生、後方は同伴のご親族H 
上
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神戸市白、5贈呈された白状(先生ご家族の提供)



教室だより

NHK神戸マリンハーモニー

l 所10山 TI'J-i di長ITII豆若松町 5.5・l

新~川却j労センヲー

2 指持者 村 1-'. l~~iー先' 1

3 練習u 侍Jl賀川、 M13の金11日日及び

百}2、1.i14の日IITIIEI

4 会口数 18:Y， (!1m 11名、女で107名)

5. ir' 1船 主I" ~J 70歳代 (80歳後半-60

以前、n
6 事~~I，)I .t~所 新民川勤労センター及び

NHK文化セン合一神戸教室

NHK TI'J i7 リンハーモニーは、 1996(平成

8) il' 10) 1に村 1:(，'，-先生を諦師として発足し

たNHK神戸文化セン世ーの r~しい陸自ハーモ

ニカ」消防がその似点になっています。この品1
Hiのメンバー有志が、!L!:に制!~引をしてJ 述を ICI

指したいとの目、いで、 2004(平成 16)年 1Jl

に神戸の新民川日~rJ1センターで íNHK 神戸マリ

ンハーモニーJを釘訂正し、 )121mの練習 1'1を}JII

えmnにxっています。ここでも村上浩一先生

のご指呼の下凶器iしく"をモッ トーに練留に励ん

でいます。

その成以の1~表の!J，}として、年 l 巨l、関西ハー

モニカkliml後援のもと、孜々主f1iiの発表会を1m

1mしています。またこのIIH、IJlI凶ハーモニカ然

りと日本ハーモニカ芸術協会定JgJ泌奏会への参

加、 !l!に垂水ハーモニカ友の会及び尼崎ハーモ

ニカエコーズ三tflHの党表会へも出泌させていた

第 12回発表会神戸市中央区の中華会館

代 表 吉 村 望

だいています。

地域の胞設や老人会等へのボランティア前到j

も行 っています。|町村は、 淡路μの拶併を?で一

般1，11光客をJjijにhil裂する機会があり、十与さんに

梨しんでいただけたことはよい経験となりまし

た。

神戸市長田区役所のサロンコンサート

この数年は侮イni' i il~1研修旅行を尖施し、出i炎

技術のI{'I1:とHにハーモニカのメンテナンスm
tI!等の日ごろ11:¥来ないことにも取り朝lみ、また

ハーモニカから雌れてゲーム等にも民lじ、会u
1';1-1“の籾11告に努めています。

1Iに、 il'lこ何回かは定JgI統的の後に恕組会を

持つようにう号め、村上浩一先生にも必ず参加lし

てただいています。ハーモニカという趣味を泊

してメン八ーがこのように一立に会し、決しく

わいわいl!!?り合いながら締官できることは本、li

に良かったと，むっています。

，斑路島の夢舞台の演奏を終えて
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教室だより

アンサンブル 『ア力ンサス』

1. IリiM也 今Hß~スタジオ

J;(吊ITli中止cμ絞小路*神的fuU人る

2 “i 11¥1 (111村民 先 生

3 制11吋日 llirJm 3I!<U/lm 14:00- 1600 

4 会(1数 5名(児t!:2 ~町、/，(t!: 3 名)

5. 1r 鈴 60-80成ri

ノ、ーモニカの111拘lの(11111¥1が 2014(杓，j(26) {I 

1 )'1にJ'Jjーがjに結成したアンサンプルで、メン

ノ、ーの)，'f(1)山は他県にまたがっているため、そ

れを集約して京仰に拠点をおいてh1"i1l)Jしており

ます。

アンサンプルの名称 「アカンサス」は古代ギ

リシャ辿築の紋様に使川されているものでIE1 i 

終に、工、Wi ・ 技巧・付i点とあり、この -ì~ .1立に添

い口町í~~JJを íf(ねておるところです。

メン八ーの皆さんは犬々に釘々たる先生から

ハーモニカを学ばれておられ、ここではアンサ

ンプルに特化して取り組んでおります。

f~足時は、 fill村民先生より新版 r，謀本忠夫ハー

モニカアンサンプルIIIIWJをl切り、この山1↓4を

ペースに年U1日をiTiね、 IJl!Jは村上前一先生の編

代表竹本雅英

仲村贋先生とこ一緒に

1111 fi 品へと似を広げておるところです。仲1m同

七はフランクに奏法についてEIRし合い、 1111担!を

練りながら1('11を目指しております。9.iなる上

川を目指すために別役の|歪(:jjiとして ζ 多忙な仲

村氏先"ですが、ごJ'，J.なにより 3か月に 1，.立制!

刊に立ち会ってm吉、きめ紺!なご指導をrnいて

おります。

|見|凶ハーモニカJ.1!l，:'.lのハーモニカ祭りのI.U泌

を杓，)(26 {Iから訂川していましたが、その{I'は

台風で'1'11となり、千，，)(27 {I'に続き今1mの平成

28 {I'.で21D11三|の出品.Iiとなりました。

アンサンプル以外にもi中川とは1時折夫々が古f

Mされたソロ1111又は仰ぷな1111を披ぷしあったり

しており、またハーモニカの liii炎技j~"について

却し合い又教えあうなど和気泌々のもと)'11/.立

のハーモニカを縁としてこの集いを楽しんでい

ます。

以後に ~'.i:欣一首、アカンサスに|則わる志を詠

みました。

-派手さなく地味ではあれどしっかりと心捉えるアカンサスの花

.冠したる花に因みて結束し和みゆかしく音を奏でむ

ClJean Tosri 
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.rJ .l、ーモニカが上達するための大切なこと (65)~r
ç，~全日本線合音楽院・院長世界ハーモニカ連盟日本支部 (F ・ 1 . H)役員 池田緑樹

教育川シングル ・ハーモニカのいろいろな奏

法についての続きです。

⑦ かえ手

弦楽総や1j:兎i総などでは、かえ指と言います。

鍵般楽2*(ピアノ、fE子オルガン、アコーデイ

オン、キーボード等)は大紙、平均iJ!でn，られ

ておりますので、ミの#とシの#はついており

ません。しかし、教育mシングル ・ハーモニカ

には大獄ついており、ミの#とファ、シの#と

ドが同じですので、それをうまく使うのです。

特にミのトリルやシの トリ ルには最適です。こ

れは設のついている教育川シングル ・ハーモニ

カには大変{史利で、 I五階や来1111を üi~奏する際に

は応大I!Nに利川すると良いと思います。ただ、

d土楽探やr~ 虫~2fiの場合は純IEJ訓のlJ!J(i長から1-1"う

と、ミの#とファや、シの#と ドは巡いますか

ら官I恕することが11Ft!です。

純正調や平均jllにl則しましては、いつか述べ

てみたいと!41います。各将官lの和i;;-(コード)

についても他述したいと11います。

教育川シングル ・ハーモニカは各fJ:J ~に大変

則りや轡きが良いので、合~に独奏にも、もっ

と多用されることが盟ましいと思っています。

ヤマハなどの製品がな くなってしまい、とても

残念です。JJt!:Eはトンボ楽仰や日本数行楽総の

サカホーンやスズキ楽泌が制作しています。作

十l の ~I::ì~ f ，t きのシングル ・ ハーモニカのみを次

に示してみました。

< トンボ楽器製作所>

・トンボ ・クロマチ ック ・シングル

44穴 441王(c'-c"') 

正常配抑l

・ハイオリ ン・スケール

54穴 54n (呂-c '.') 

際司~西~91J
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〈日本教育楽器株式会社〉

.クリア トーン

36穴 36;J(g -c .') 

1'1然舵担|

・サカホーン ・?ロマチック

(アル トとソプラ/があります)

42穴42笥(アルト g_ r ') 
(ソプラノ C'--C")

1'1然即日l

デラックスもあります

くスズキ楽器〉

・ソプラノ ・シンクル

37穴 37('1(C
I
'-""C

4
) 

正常配ヂIJ

・アルト ・シングル

377目"':37"5(c-c3
) 

iE'm'配ヂIJ

(スズキ来日告のものは半音がl:s!lJにピアノ式に

門られていて、ミの#とシの#はありません)

私の手元には数千f川シングル ・ハーモニカが

lï~{I:iJYJの可lの各十J の製品がたくさんありまして、

どれも大変良く lU ります。 政~1~JUJのばiはソプラ

ノやアル トが各制ともにあり まして穴数もいろ

いろあり、ピアノ式になっている吹行のみのも

のもありました。つまり、現liのソプラノ ・ホ

ルンやアルト ・ホルンを小型にしたものです。

数千iJflシングル ・ ハーモニカの ll~ ì~なしの(低

学作l古lけ)ものも各{JがIJ:しており、41¥、15i，. 
22 i'，等、主E町lも多くあります。

教育問としてJle川された長崎JUJのlI.li代の資料

もだんだんなくなってきておりますので、花、が

側}j fl~人的に収集しています。 後 l止に(~えなく

てはならないと旦lうからです。

今までも己}いてきましたが、ハーモニカをもっ

と Il~んにするには(特に若い人)次のような ・J i



を与えなけれ』よならないとtlいます。

l 数日リ本やIIIIWをもっとIIH以しなくてはなり

ません。それも11>谷的に刻!IのおいJjたちから

みて、{自の玉~~~のギターやピアノなどより劣っ

たものではいけません。

2. (1自の楽日日とのH$j~やMがを考えなくてはな

りません。ハーモニカだけの世界に閉じこもっ

てはいけないと思うのです。ギタ やピアノ7I

の鍵俄楽総や引在比般的椛んな1~，:~~~との共はií

や協力等、思いつくだけでもたくさんあります。

ハーモニカの世界だけに閉じこもらないで、視

野をもっとlムげたいものです。他の楽日出の方々

と(楽部のみでなく、歌などの世界の方々とも)

仲良くすることによ ってハーモニカがもっと椛

んになってくるのではないでしょうか。!日lじリー

ド決結である鍵盤ハーモニカやアコーデイオン

3の世界にも目を11IJけることによって素晴らし

いハーモニカのl止めlがunかれてゆくことをWI侍

しています。

J¥ーモ二力をポケットに、糸魚川~能代 550kmの旅

ノ、ーモニカをポケ yトに、新潟県糸魚川から

秋川以能代まで走りました。年J550kmを 111 

*~J 30km、17日|削走ったり歩いたりの旅でした。

8 )'1のおいH判例で、台風にも辿迎して大変な時

もありましたが、ハーモニカのお|訟で、多くの

出会いがありました。

この旅のコース |二で111会った音楽|具mについ

て少しお話したいと目、います。

① 相馬御風の家

今回のスタートは糸魚川の州、日Lll~l l t との焼、

えちごトキめき鉄道の市仮駅前からでした。こ

こからが'120krnで糸魚川市内に人ります。糸魚川

fli はfII応術I)!l!lの出身地です。御胤は、11本初の

流行 ::IX ともいわれる 「カチューシャのI~ !J、 f唯i註ιILsJi

「イ#トよこしい、リ」や早稲l川l川lυノ大、C学t校川枇Xrげ目吊榔iドlのfll附li.lt幻」など

の門 1山制加河lで知知lられていて、 Uu;(での地('i. 1'，戸を

除てて、突然、故郷の糸魚川に川り、その後hl

21の研究を始めた文人です。この御風の(jんで

いた家が残っていて、史跡になっています。妓

念なことに耐tiU工*のための改装中で1/'に人る

ことはできませんでしたが、家の，'，Ijで御風の"肱

をハーモニカで吹きました ("1ù~布) 。
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木原淳

*の怖の引 it:切に 3人の'1'学生がいたので、

少し13iをし、ここでもハーモニカを吹きました。

彼らは、御};r1の 「在よこし、」は知っていましたが、

「カチューシャのI~!Jは知りませんでした。 次に

家の向かいで私を眺めていた老婦人と l活をしま

した。幸いに彼女は御胤と別記があったのでい

ろいろと t訓く ことが11¥来ました。f止!;;は御風の

ことを先生と呼んでいて 「先生はたびたび家に

こ'f91を食べに米て、ここのご阪はとても美味し

いと言って円んでいたJ r先生はl~い人だった。

またよく%のつく人だったJr先生は点京からの

お併さんがあると、必ず父の所に辿れてきてい



盤国 彊
詳却叩早モ~

iL;;;; 

砂山の歌碑の前で

た」などJ目してくれました。YJIJ i1.際に 「春よこい」

を吹くと大きな;!7で歌ってくれました。

② 砂山の歌碑

「海は荒海、前!こう は佐渡よ ・・・ 」、 ItJJ;(白

秋のこの í {沙 1.l1Jは、新潟市の千年HDì~をイメー

ジしたそうです。 得Ej浜は新潟の在Jの!~ん ' 1'を

海岸に/1:1た所にあり、近くの巡回Tll:fJには砂I.LI

の歌仰があります(写真上)。

白秋は 1922"1に寄Ji!ii!~を訪れたときの心的

を「そのliijは荒海で、l古lこうにはWiJ立がμが見え、

灰色の主が111くAれ、そうして日が怒れかけて

いました」と"，'fいています。天候がよくない状

況で佐波心を見ることが出来た白秋はラ ッキー

だったなと思し、ます。といいますのは、私は倒

的から 1.1:宏的そして新潟へと佐械を児ることの

できる海岸線を 4ElllHitったにもかかわらず佐

渡がなかなか見えなかったのです。天気はよかっ

たのに、 H寺折見えても11がぬの上にかかってい

たり、山んでいたりではっきりとは見えません

でした。

ところで 、 この{沙 Jlr の，ì:~の "1 ' で 3 掃の 「かえ

ろかえろよ、楽OOKtわけて」の部分を 「ぐみはら」

と歌う人と 「ぐみわら」と歌う人がいます。些

制lなことですが、ちょ っとだけ気にかかります。

-}jft -の読みは全国的には 「はら 」 ですが、 I~I東

では 「わら」とE泣まれるこ とがあり九州では圧

倒的に 「はる 01'ばる」と説まれています。岩波

文庫の日本TI1::f:ii:m~こは 「はら」 とルビがふつで

あるし、設問抑制の歌{~\!も 「はら 」 ひらがなで

i!?かれているので、 「はら」が正解と恕われます。

さすがに九州1:1¥此の臼秩も、ここは 「はる」と

読ませることはできないと!旦ったのでしょうか。
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③ 蕗谷虹児記念館

新1!，4TI'iから東へ約 25kmの新発11IiIlは、 !I!訴

「花嫁人形」を11;.河した路谷虹児の山身地で、路

谷山児H己念品liがあります。 如児は、竹久~':三の

tfi介で抑絵画家と してl止に111て、後に砂二と並

ぶ画家になりま した。戦後は児itt向けの絵本の

抑絵も手がけ、払はこの絵本を今もよく党えて

います。70歳代の人は路谷如児の絵本を見れば

昔の記悩のどこかに入っているのではないかと

思います。

ところで岡家であるHYeカリ与を作ったのは

ちょ っとしたトラブルかららしい。姉絵を頼ま

れてiJI版引にIUluJいた如児でしたが、持が!間に

合わないので、持も作れということになったの

だそうです。1111に合わなかった持の作者はiLli条

八十だったとも与謝野品子だったともいわれて

います。

如児記念館を訪ねたのはお彼の月11M目、 1mい

ているわけがない。小雨が降るなか、記念館の

前でひとり í1Ë嫁人mJ を吹きました (写l~下)。

蕗谷虹児記念館前で

今回の旅でも人と 1.1.¥会うたびに、ハーモニカ

が互いの交疏に一役x:iってくれました。これま

で、ハーモニカをポケットに日本の海iF線を

3 ，OOOkm 走っ てきました。 11~ fJJのぼlは人前で吹

くには男気が~り、また上手に吹こうと考えて

いました。 しかし今では、ハーモニカの t手、

下手は全く I~I係ないことが分かりました。 海辺、

凹んぼの道、 川の土手など、 71段は楽総の背が

ないlMWiで昔を1.1:¥すことに意義があり、それが

人と人を結びつけるのではないかと思います。

普段は73のない場r'iiで7fを出すには、ハーモニ

カは本当に優れています。これからもハーモニ

カをポケッ トに、 1'1本一WJにチ ャレンジしたい

と!とlっております。



「尼崎ハーモニカエコーズ32年のあゆみJ
一第 30固たのしいハーモニカコンサートを記念してー

吃崎，、-..ユ命エョ -~

限切のあゆみ

‘皐， --"... 

20¥5(平/;)(27) "ド 10

月に IHI(1i:した7.H30巨l

の飢 11のコンサー 卜を

1:fIIIi・したのを芯念して、

指定iの花念誌を)Pi'Il成

28 {¥' 9 J Jに 111版いた

しました。!己的ハーモ

ニカエコーズ発足から

f32 {¥のあゆみJnJ， 版

に至る終糾につきましては、 会側207:;. (20¥6 

'rj.:. 4月¥J-) (こ尚.服された巡りです。

内谷を一郎総介させていただきます。J己的

ハーモニカエコーズの由来、 mI Fl[--Zi130 1m 

の 「たのしいハーモニカコンサート」プログラ

ム、 '1'-/l!:)!I(活動詳細、!以い/1¥のさi真、会uのプ

ロフィールや随坦!など、|町1;[¥158年~、l'成 27

{Iの様々な活動などを記しています。

尼附ハーモニカエコーズは杓，)i27 "ドにfllJ設

32周{Iを迎えました。阪神川のハーモニカ教

宅としてはid大級の伝統ある救宅です。特 l̂¥す

べきは、村 上浩一先'1の ¥01111の記録ノートと

尼崎ハーモニカエコーズ代表雑賀 健

:g:J'dH-!-お借りできたことで、長年のデータを

編集できたことです。先生のお陰でこのEI:¥給あ

る教主の 32'1にわたる庶!とを将来へ妓すこと

ができました。

「ノ、ーモニカ愛好会」発足当時のことは凶日|

先生 (免起人の一人)と岡村副mI(初代会長)

にI'li坦!としてd己.iiliしていただきました。

メンバーで編集妥i1会を立ち上げ、会泌を重

ねて11'11合を検討し、データh翌日lや PC入力をし

ました。そのがiW、手竹 りながら ¥30ページ

の立派な f32{Iのあゆみ」を完成、:1¥1仮する

ことができました。ハーモニカJiliml~Hr~ mJに l

1111*11('1させていただきましたので、ご践になり

たい力はおlI:lJ合わせく ださい。

西国幸司講師 村上浩一講師

事担回たのしいハーモニカコンサート
峰崎ハー..， ::: 11ヱコー ~

平成 27年10月 10日たのしいハーモニカコンサ ト 会員記念写真
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素晴5しい方が大阪にもいたことを発見できた

関西ハーモニカ連盟合宿交流会

私は、 9FI3日の出川f.1lさんのクロマチック ・

ノ、ーモニカによる rWaterIs WideJの合奏、 l百1

11の伊藤加奈さんのμ1会 ・紛介の実践、 9)14

IIのwi州尚子さんの 「必の李節Jr花はl咲く」の

桜 17 ・ パス ・ コードを合めた合づきlìl~座、に参加

した。4日午後の合'fii・交淡会コンサートにも

11¥泌参加させても らい、ラヴ:ルの 「ボレロ」

を吹かせてもらった。

これだけのものを成功誌に巡目された')l来日11

u以1'1¥¥1係者の努力に感且Jしたい。私もおい時

には ' I~ ;陸部長をやり、編集町長をやり、その後

もJ1!~:'刊のハーモニカ然り、 コ ンテス ト、 交協旅

行等の行 ')lには、紛糾ij rY，に ili'~~slIIに立って働か

せてもらったので、その苦労 ・心労を知ってい

る。JJUIは80成をmえてその体力はなくなって

おり、お世話になってばかりで恐縮恐縮 ・感訓l

~1\ ，~)です。

今回の私にとっての一冊の成*は、 l則的にも

ぷ11，'1ら しい方がおられることを発見できたこと

です。

宮田薫さん

ハーモニカにl則しては、しっかりした方でし

た。京町iの学校を卒業したらI.l¥身地の浜訟に州

られるのではないかと心促しておりましたが、

大阪に;E{jされ、ハーモニカの世界で活制され

ているのを兄て頼もし く思いま した。もう大阪

の- i~です。 ハモンド#，jIIIセンヲーで行、)fをさ

れており、いただいたrdi1)には古楽教主辿Bi目

立iとある。そこで教室もされており、私の生徒

の一人もこの方の教室に行っています。

次にjAベる伊藤hlI奈さんによる司会 ・軒i介の

-た桜;lm~では、参加者が二人一剖 lになり、お互

いを軒i介する;m防白を行ったが、在、は、幸か不幸か、

日川1.11さんと同じ.fJlに時って しま ったので1"1じ

制lになり、私が自m!!日さんを軒i介しなければな
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吉村則次

らいという立場になり、(またその迎もあった)

本人についていろいろ詳細をIHIける立場になっ

たが、本人を紛介する II.~に 「年齢は、 みんな貰l

りたいと思うでしょうが、 IHJき/1¥せなかった」

と百うと、本人は 「干J.x生まれではないJと戸っ

ておられました。

伊藤加奈さん

まず、引がいい、 JHがいい、機転が1'1)く、と

感じた。どういうわけか東京に白んでおられる

が、もともと点大阪市のご出身で、たびたび籾

JCの大阪に米られているから、大阪の人と日っ

てよい。大阪がより好きなように見受けられる。

ハーモニカ品目奏とJR持、品!i9I\:i'~~すの υl会、物

.， I~ き ミワ で rri~/d しておられ、あの 「ハーモニカ・

マガジン」の編集者でもある。クロマチックで

ライブをするくらいの力があり、前12姉式やコン

サートの司会まで、 fI:*としてやっておられる

ようで、 ，3~泣いは優しく ~Jl しみを感じ、 .1f:をで

も好きになる方である。ちなみに私がこの方と

11~ iJJに会ったのは、12午前の 2004{I.: 8月、香

港のとあるホールであった。その後いつもにこ

にこして桜してくれる。いろいろな才能がある

/iだなとlぷう。

講義では II"J会の:;，践に絡んで、発行の(1方、

他人の軒i介の (:1プ~j~r;も'J4践させても ら っ た。 役

に立つ楽しいI ll\~訟であった。

新井尚子さん

前号 p31に、私が紛介した 「立山.:tl欣」とい

う CD まで(~，，1I1 ・ 山i炎 ・作成されている。 これ

はおiEめ。まわりからは「楽;i出はもらったけど、

あんなんやれへんJと噸かれているくらい、素

1ft'{らしく、また燥しい1111。

41'1のゲス トコ ンサートでは、 トンボのu!.llF

HE!久さんのアコーデイオンとー紡に 「リベルタ



ンコ」、!nU'ド炎ソロでガーシュインの 「ラプソ

子、ィ・イン ・ブルー」を、 LfC'，';'; 111 Y:(~さんとデュ

エットで 「ブルガリアン・ウエディング・ダンス」

を、いずれも:4listfなしで少しの打ち合わせの後

に出炎されたのには、おったまげました。ぷま

しLやら、 M 日IJの世界のことやからあきらめょっ

と感じました。特に、 !!!H'i'3>iでガーシュインを

やられたのには感心!ご存知のとおり、クロマ

チ yクではIL¥せる1向111は限られている。それを

耳附りのない和白を選んでシングル奏法と混ぜ

合わせて入れられていたのは、行楽の ~II織がな

いとできないことである。

亡くなられた父籾(新il'i1f久さん)の後を受

けて数'辛でlR将もされているが、当日の合奏指

Jf:1.から抑しfAると、考えJjはしっかりしており、

口で:肱うときにも、ラドラ うラドレ/ミレミう

ミレド(なんの1111かお分かりかなっ)と 11しい

白ι『で、きれいなJ1，で;欣われており、絶対白感

のようなものも身につけておられる/，かなと忠

つ。

満州は 「22iの季節」のテ'ュエ yトと 「花は1咲く」

のハーモニカ 郎とコード、ベースによる合奏

の都Inl.Vであった。

交流会コンサート

1 '. ，記、司~nlIÎ も J持められた 3 人の|比l耐のk刊の

クロマチ yクiiii?Aに1111えて、 トンボの村公のn
野J!日久氏のアコーデイオン、楠光忠さんのアコ

デイオンと政ffハーモニカと員t縦ハーモニ力、

それに 2i辿 \~UのテHュオ ・ ユソト ラ、および斎Iii!

11ギさんによるコンサートは、米られなかった

伊藤加奈さん

外泊はつらい?

liij[!.![は土l出11が私の教室に、tiたったので1111出

日だけの日 lJ， å り参加となった。 li自々回は~!!，![li[の

キム ・ビョンソップさんζ-1，もー給で、日IJの

なI味で有む訟であり楽しかった。今同は、私は

フルII-¥J，';'，:できたが、司令をとってくると家以外で

相部Ij{でμることが川しくなって求た。今まで

方に対しては 「来られなくて悩しかったねJ(私

は来て仰をした、というほ味)と，-l"L'、たいくら

いのコンサートであった。l臨衆が父it研修会の

参}JIi'11のみの生数であったのは、もったいなかっ

た。もっと多くの方が、ゲストによるコンサー

トだけでも来てほしかった。

新井尚子古んと真野照久さん

参加していたのに、 今[II[は来なかった方もおら

れ、また、今1"1 も li~l' il~1せずに r z Uとも日制り」

で参加されたJiもあり、会1.1のi111齢化にともな

い、 li'iiJ'Jを嫌う Jjもおられたものと思う。以前

の I~;J ， I ， との火焔旅行でやっ てくれたように、シ

ングルルームのホテルなら、~しお金はかかる

が、休が楽で、烈しいものになるかと足lう。次

回のご参与まで。

一日 ー
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お役立ち情報を歓迎します 編集局

ハーモニー編集室では、読者の皆様からのハーモニカに関述する「お

役立ち的報」の提供や「教えてほしい事」の呼びかけや トピックス等の

投稿を歓迎します。投稿者氏名と希望lするタイトルを付けて編集室宛て

に E メールにワード文占添付でお送り下さい。 但しlJ;t，R~の内容やページ

数の都合で全て掲i阪されるとは限りません。

-パソコンで五線譜が出ます(吉村剤次)

パソコンのワードで、五斜t:mをプリントアウトすることができます。A4JT1紙9段と 12段がありま

廿。もうTl級紙をi:iいに行く必裂はありません。ワー ドの 「新規作成」、「テンプレート」側に、 「五線ImJ

と入れて 「→」 を押してくださし、。「五線紙」ではI.llません。これを 「名古ijを付けて保存」し rTl*申請」

というタイトルで自分で保存しておけば、あとはワードで 「五線詑」と入れて呼び11¥せば、すぐH.¥ます。

テンプレートうんぬんは、もう必要がなくなります。 l段を4小仰に分けたものが出ればなおいいので

すが、 ζ 釘~11の方、それを 11 る方法を教えてください。

.音楽の録音は PCMで、手動(マニュアル)で(吉村則次)

百五!との録14には、便利な「自動録音」の小さな ，Cレコーダーはだめです。Linear.PCMRecorde，で「自

動似音」ではなく 「手動(マニュアル)録t1Jに切り鈴えて録りましょう。Ij楽は、討の大小があります。r，，' 

動録音」は、沓をZEる時に録7Yの失敗がないように、自動で小さすぎる替を大きくし、大きすぎる討を

小さくします。音エ5を録音する場合は、大きい7Jは大きい日で、 前かな11はm'lかなJJでIUIきたいので、 「自

動銭高」 は I(rjいていないという のです。 レポーターや新ILH記者が、 r~1t;'lが型!いインタビュ一等で、失敗

がない録汗をしたいときには 「自動録首」は向いています。

録音機に近いところの相手は非常に大きな首なので、この14に反比、して直後に沓が小さくなるtM合、

および的かな11寺にザァーというノイズが/.1¥る場合、ああこれは ，Cレコーダーで自動録音で録ったんだ

なと分かります。

「手到IJ r~ t1 J の時には、録17 レペルをどのくらいの音のH与にはどのくらいに，羽田I したらいいのかをい

ろいろ試してみて仙れておきましょう。

φカラオケボックスを使おう(吉村則次)

l旺にカラオケボ yクスを使っておlii51をされている方も多いと盟、いますが、家ではとても絹!習できなく

て悩んでおられる方は、おd式しされては如1何でしょうか。荘、が利!日しているカラオケ応の場合、立ド日の

ftはシニアー人 111寺IIlJ220 1 1 Iです。 !日l じ!古でも l昨 1 1lJ ~lfや I I/i1 EI 、休日によって、また地域によ っ ても多

少&があるようです。「カラオケの機械は一切使川せず、ハーモニカの記~出場所としてカラオケボ y ク

スを使う」ということに引け1=1を感じることはありません。カラオケボックス側でも、そういう利川方

法を主!定し紋迎してくれます。i誕百日やコーラスの練習はもちろんのこと、 1j1に食べておしゃべりをする

ためだけにも部屋を悦供しているのです。 大人数の団体には、大きな ftIH~i.も川 j与されています。

mしζ目立、カラオケボックスは首楽スタジオーではないので、隣三誌の音が入ったりして録留には向き

ません。またカラオケを伴奏にして楽仰をilii奏する場合はキーを合わせる必要があります。カラオケ装

iFlを操11して合わせるか、殺関の方を合わせるかしなければなりません。 I二手に繰刊されるベテランも

おられるようです。
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2016年 9月7日付朝日新聞より(吉村則次さん提供)

'j 6. 9. -7彦九

副
島
百
耳
⑥
自
制

FM
g
g

‘量‘健
ち
ゃ
ん

替
え
た
そ
の
手
に
ハ
ー
モ
ニ
カ

は
持
て
る
か

い
や

持

た
ね
ば
な
ら
な
い

そ
の
麿
に
F
レ
ミ
は
喋
え
る
か

い
や
唄
わ
ね
ば
な
ら
な
い

8
月
末
、
東
京
都
内
で
あ
っ
た

朗
脱
会
で
、
一
人
の
女
性
が
語
っ

た
。

「
私
が
圧
倒
さ
れ
た
詩
を
、

み
な
さ
ん
に
伝
え
た
く
て
」

時
は
「
ぼ
く
ら
の
風
」
と
い

う
.
つ
く
っ
た
の
は
近
藤
宏
一
。

ハ
ン
セ
ン
病
に
な
っ
て
国
立
療
養

所
長
島
同
誕
生
幽
(
岡
山
県
瀬
一
戸
内

市
)
に
入
り
、

1
9
5
3年
に
ハ

ー
モ
ニ
カ
楽
団
「
青
い
舟
楽
団
」

を
た
ど
っ
て

5

を
結
成
し
た
.
施
般
の
あ
る
島
を

出
て
、
東
京
や
大
阪
で
も
リ
サ
イ

タ
ル
を
開
い
た
と
聞
く
.

ど
ん
な
楽
団
か
と
尋
ね
歩
い
て

み
た
。
メ
ン
バ
ー

m人
の
う
ち

u

人
が
失
明
、
手
や
足
に
も
不
自
由

を
抱
え
た
置
複
附
街
者
だ
っ
た
.

結
成
さ
れ
た
時
期
は
既
に
新
績

が
で
き
、
社
会
復
帰
で
き
る
ま
で

に
な
っ
た
人
た
ち
も
い
る
。
だ
が

島
に
残
る
ほ
か
な
い
陣
書
者
も
い

て
、
近
藤
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
.

難
の
な
い
時
代
に
依
叫
し
た
近

藤
は
、
光
を
失
い
、
手
が
動
か
な

か
っ
た
。
取
り
残
さ
れ
る
熊
樋
感

の
な
か
、
打
ち
込
む
も
の
を
探
レ

出血した舌で、ハーモニカ

て
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
別
れ
の
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。

日
に
父
親
が
パ
ツ
グ
に
し
の
ば
せ
冒
扇
の
跨
は
、
そ
の
こ
活
必
藤

て
く
れ
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
だ
っ
た
・
が
つ
く
っ
た
・
伸
間
へ
の
防
略
激

楽
団
を
ど
う
率
い
た
の
か
.
視
励
か
、
自
ら
を
醤
い
立
た
せ
よ
う

覚
障
笹
な
ら
点
字
が
あ
る
が
、
近
と
し
た
の
か
.
詩
は
、
近
藤
と
同

藤
ら
の
指
や
手
は
知
覚
ま
ひ
を
伴
じ
長
島
に
生
き
た
歌
人
の
明
石
海

ぃ
、
点
字
を
さ
わ
っ
て
も
感
じ
取
北
を
私
に
思
い
起
こ
さ
せ
た
。

れ
な
い
。
わ
ず
か
に
感
覚
が
残
る
深
海
に
生
き
る
魚
族
の
よ
う

舌
佐
穂
で
点
字
を
読
み
始
め
た
。

に
、
自
ら
が
燃
え
な
け
れ
ば
枠
佐

「
舌
続
」
だ
.
読
み
た
い
、
学
び

に
も
光
は
な
い

た
い
、
後
現
し
た
い
.
そ
の
思
い
慰
問
さ
れ
る
側
か
ら
、
す
る
側

が
背
中
を
摘
し
「
、
点
字
の
凹
凸
へ
。
そ
れ
は
生
き
る
よ
ろ
こ
び
そ

で
、
舌
先
が
こ
玄
れ
、
破
れ
る
。
の
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

見
え
な
い
出
血
の
痛
み
に
耐
え
、
長
砧
に
行
っ
た
.
告
は
橋
が
な

点
字
楽
曲
間
を
読
み
取
っ
た
.
く
、
文
字
ど
お
り
隔
艇
の
向
。
上

音
階
の
異
な
る
複
音
ハ
1
モ
ニ

陸
し
た
横
橋
は
崩
れ
か
か
っ
て
い

カ
6
台
を
一
つ
に
束
ね
、
指
の
な
た
。
点
字
楽
織
は
台
風
で
流
さ
れ

い
苧
で
操
れ
る
よ
う
特
設
し
た
.
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
近
藤
の
死

最
初
は
ゴ
セ
ッ
ク
の
「
ガ
ボ
ッ
後
、
楽
団
の
回
憶
を
語
る
人
は
、

ト」

.
さ
わ
や
か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
ほ
と
ん
ど
い
な
い
.

は
、
そ
れ
こ
そ
血
の
に
じ
む
務
力
向
の
歴
史
館
で
は
、
近
藤
の
ラ

ス
ト
ス
テ
ー
ジ
が
政
酬
賦
さ
れ
て
い

た
。
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
安
浴
び
る

近
藤
が
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
く
・

「
同
時
制
瑞
」
、
そ
し
て
「
拠
慨
」

近
藤
の
ふ
る
さ
と
は
大
阪
だ
っ

た
。
お
年
、
大
阪
駅
か
ら
収
容
列

車
に
乗
せ
ら
れ
た
。
す
ぐ
そ
ば
の

老
舗
百
貨
底
は
い
ま
も
繁
盛
し
て

い
る
。
人
波
途
切
れ
ぬ
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
は
、
私
の
通
動
ル
l
ト
だ
。

そ
ん
な
街
の
真
ん
中
で
、
大
人
の

忠
者
は
縄
に
つ
な
が
れ
た
の
か
.

U
歳
だ
っ
た
近
藤
は
、
縄
こ
そ
免

れ
た
が
、
刺
す
よ
う
な
視
総
に
耐

え
た
こ
と
だ
ろ
う
。

突
然
、
過
去
と
現
在
が
地
続
き

に
な
っ
た
。
紛
れ
も
な
く
、
こ
の

闘
で
、
こ
の
街
で
、
隔
隈
は
起
き

た
こ
と
な
の
だ
。

川
敏
称
略

(
高
木
智
子
)

2007年 6月、スイスでハーモヱ力

を演奏する近路宏一 =長崎愛生図

歴史館提供
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②音階の異怠る6台のハーモニカを

組み合わせている=東京の国立ハン

セン病資料館③舌で点字を読む「舌

読J=遡根在i畠影、 同館挺供



編集後記

-編集室では、団体会民の方々がたくさん 「ハー

モニー」をおLiみmいていることを再認謎し、

「より広く、より多くの皆さんからの投稿を軒i

介したい」と考えています。例えば 「読者コー

ナー」のような坊を設定し、皆さんに「お役立

ち的報」を発信していただいたり、iEII:j'iの疑問IJ

についてな見交検したりして、新たな交疏に彼

立つのが攻坦!であると思っています。「出来れ

ば次号から」というJ17も有るので験討いたしま

すが、これに限らず皆さんのお戸を編集室にお

寄せ似ければ幸いです。(佐川、洋之)

・能勢妙見111から吹き降ろす風に冷たさが1f:1

し、いよいよ冬の到来。ハーモニカには半い季

節となりました。皆さん冬の結露対策にいかが

取り制lんでおられますか。私はもっぱらへヤー

ドライヤーを愛用。OMさんから鋭悠をはうこ

と必定です。しかし、ハーモニカを手に持って

当てるドライヤーの熱風は、せいぜい 401.主ま

でで、 一般的なプラスチ yクの耐熱純聞 701立

~ 1001主に至ることはなく、裕樹!・変形は児

られません。手のi日J立検知|能力に多少側人五;は

ありますが、耐熱純|射を必えることはまずない

でしょう。かくして、復首ハーモニカは快適に

歌い、サブのコードハーモニカ ・パルプのrJUり

付きも軽減し、冬の校長も古~:~こならず紛!却に

似Jむ? こととなります。沼地式の小型 ドライ

ヤーがあれば 『鬼に金持』、良い製品を探して

います。(HP 担当 版辺見志)

・編集局の一日としてバトンタッチして 4IIIt 

目、 1!.rが縫っ。 未だに要簡を得ずに lI~i fl刊は同か

りかかる。投制してくださる方々とのやりとり、

短いメール文の中にそっといただく労いの言葉

がうれしい。(竹内寿子)

・i也111削i樹先生の辿t肢が 65問。17 {r:: ~!}き続け

ておられる先生の見織の広さにはいつも焼く 。

今回の目立制の後半部分、ハーモニカをもっと液

んにする方策の一つ、ハーモニカだけの世界に

閉じこもるな ! 他の楽部とのコラボをするこ

とでハーモニカの世界が聞かれると。荘、も常に

そう思っている。彼自と 10ホールズ、 複11と

クロマチック、 l主音と鍵綿ハーモニカといった

ハーモニカ|両Ijーだけでなく 、ピアノ、バイオリ

ン、シンセサイザ一、他の民族楽総(フォルク

ローレ、和楽日時、，町ITti券、 m弓など )とのコラ

ボでも、また))IJの(IJIJI¥Iと出会える。それが紅、の

財政だと!ぶっている。(もり ・けん)

次号第211号 (2017年4月号) の

原稿締切りは 2月15日(水)、 会報編集室必着でお願いいたします。

同封物締切り1<l:3月6日(月) 発行は3月中旬予定。

関西ハーモニカ連盟会報 第210号 (2017 "ド l月号)

発行人 吹 lニ 1I 111~

編集 人 もりけん

発行所 I~I凶ハーモニカillml会側編集室

〒 530-0037大阪市北区松ケ枝町 6-12凶栄ピル 2r

TEL 06-6354-0323 rAX 06-6353-1393 

e-mail : harmonica@cardandmedia.coJp 

印刷 ・製本株式会tlカード&メディア

。2016KANSAl Harmonica Association Prinled in Japan 
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会員異動のお知らせ (2017年01月号) 2016. 11. 15現在

組織部長

当連盟では名簿を公開していますが、本人の申し出があれば個人情報(住所・電話番号

等)を非公開に出来ることが、初日4.07.12の常任理事会により決議されました。また、 2014

08.28常任理事会で、会員異動のお知らせの住所表示は市名までにすると決まりました。

会報209号(2016年10月号)でお知らせ以降の会員異動は、次の通りです。 (敬称略)

(個人会員入会)

L¥: 1'， T (主 目f 受 付 日

依勝FI勝 67i Jí~1i1I県西)協 dï 2016.10.2 ! 

太村J定立 (Jド公開) 2016. 10.27 

(団体入会)

団体昨4; 団 w 名 (~ f< 占 受f.tn 
88 コニコ ズ・グリ ン六'f'ハモ戸 開111幸吉j 2016.11. 12 

(団体代表者登録)

I EIII~lfi 月 | [] I本名 I~ ti 昔 受付 H

無し

(団体名変更)

|附号|
(新)団 体名 (川)同 体名

無し

(団体代表者変更)

団体名 (新)代長者 {前)代長者

世し

(住所等変更)

|山口|
無し

(住所等訂正)

| 市5; |

.~H. 

監 |

氏 q，fz 問、 里E r[1 受付円

何し

l司 l本 名 I~ f< 占 支f.tn 
慢し

(物故者) (組織部に辿絡があった}jのみ掲載)

~ κ会 11 理 i!] 駅間忠雄 12016.07閃逝去 82抜

20l6. ll. l5現在の個人 ・準・賛助会員は257名、団体会員は772名 (7l団体)です。

お願い， 個人全員の入金 ・退会、団体会員の入金、住所住居虫示健話番号市外局番噂
名揮記載事項の甚更は必ず起盆誼へお知らせ下さい.

~ 



KANSAI Harmonica Association 

題動
お子さん、お孫古ん、ご家族の方々、続しい仲間j、ゲわいいベット、大切にしているもの、

風J;t笥なと ハ モニカとー絡に写っている写山を広く会報読者から:>Hkしています。

奴周分は会報の表紙または思表紙にj!J，I&いたします。ふるってご応募ください。プリ

ントまたは写具デ 習を郵使またはメールぷイ、j他で下記までお送リください。

関西ハーモニカ連盟会報編集室 r，、ーモニ力とワンショットJ係

〒530-0037大阪市北区松ケ枝町 6-12箇烈ビル2F 関西J、ーモニカ連盟'11務室内
e.mail: harmonica@cardandmedia.(o.jp 




